
残
火
処
理
に
あ
た
る
消
防
団
員

現役消防団員に聴きました

私か所属する第9分団第2班

では、班員12人のうち自営業

者は自分を含め3人で、ほと

んどが勤め人。また、大半が

松戸に移り住んできた人たち

です。

消防団は志を持つ人であれ

ば、だれでも活動することが

できます。地域でいろいろな
第9分団第2班部長　 人たちが集まる消防団では。

斉藤幸博さん　　 訓練など大変な一面もありま

すが、先輩等から社会のさまと まなことを教わるこ

とができ、それが楽しみでもあります。また、一人

ひとりの力はわずかでも 、皆で協力し合うことで 、

少しでも地域に貢献できることはうれし＜思います。

私たちの活動は、地域の皆さんのご協力がなけれ

ば成り立ちません。多くの人のご協力を得て、皆さ

んが安心して暮らせる街にしたいと思っています。

消防団員を募集

募集対象

市内に居住する18 歳以上55 歳未

満の健康な人（性別は問いません）

団員の身分と待遇

消防団員の身分は特別職の地方

公務員として保障されますが、そ

れに伴う身分上の制約はほとんどありません。

また、ボランティア的要素が強いため、一般

にいう給料はありませんが、日頃の労苦にわ

ずかぽかりでも報いようとする意図から、年

報酬、火災等に出場した場合の出動手当、退

職報償金（5年以上勤務した場合）を支給して

います。

この他、ケガをした場合等の補償制度や各

種表彰制度が設けられています。

１ 地元消防団または消防局企画管理室S363

-1113 内線5141

消

防

団
は

、

江

戸

時
代

の
町

火

消

し

を
ル

ー

ツ

に
日

本

の
風

土

と
文

化

が

は

ぐ

く
ん

だ
伝

統

あ

る

組
織

で

す

。「
自

分

た

ち
の

住

む
街

は

自
分

た

ち

の
手

で

守

る

」
と

い

う
郷

土

愛
護

と

奉

仕
の

精

神

を
基

調

に

活
動

し

て

お
り

、

地
域

の

住

民

か
ら

愛

さ

れ
、

親
し

ま

れ

、
信

頼

さ

れ

て
い

ま

す

。

現

在

松

戸
市

消

防

団
は

、

一
団

本

部

十
方

面

隊

、
三

十
六

個
分

団

の

約
六

百

人
が

、

十

消
防

署

と

連
携

し

て

活
動

し

て
い

ま

す

。
日

常

は

職
業

を

持

ち
な

が

ら

、
い

ざ

災

害
が

発

生

す

る
と
消

防

団

員

と
し

て

参

集
し

、

火
災

な

ど

の
災

害

か

ら
街

や

住
民

を

守

り

ま
す

。

地
域

を

守

る
消

防

団

の
活

動

を

紹
介

し

ま
す

。

贈

消
防

局

企

画

管
理

室

公
一
’一
・
１

１

１

Ｑ
り
内
線
ｒ
り`
１
４

１

1１
１１
消

防

団

の

主

な

仕

事

～
災

宍

時

は

‘
’

▽
災

害

活

動

消
防
団

員
は
、
火
災

が
発
生
す

る
と
連
絡
を
受

け
、
火
災
現
場
に

駆
け
付

け
、
消
防
署
員
と
共
に
消

火
作

業
に
当
た

る
ほ

か
、
交
通
整

理
や
残
火
処
理
な
ど
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
風
水
害
、
地
震
な

ど
の

災

害
で
は
、
救
助
救
援
活
動
な

ど

に
当
た
り
ま
す
。

ｙ

ｔ

常

時
は

～

▽
訓

練

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
、
消

火
訓
練
、
救
助
訓
練

や
水
防
訓

練

な
ど
の
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

▽
火

災

予

防

活

動

火
災
予
防
運
動
中

や
年

末
年

始

に
は
広
報

や
警
ら
を
行

い
、
火

災

女

性

消

防

団

と

か
く

「
男
の

世
界
」

と

思
わ
れ

が
ち

な
消

防
団

で
す

が
、
松

戸
市

で
は

現
在

二
十

四
人
の

女

性
消
防

団
員

が
活

躍
し

て
い
ま

す

。

1１
１１
施

設

と

装

備

市
内
に
は
四
十

一
ヵ
所

の
消
防

セ
ン
タ
ー
（
消

防
団
員

の
詰
所
）
が

あ
り
ま
す

。
こ
こ
に

は
、
災
害
活

動
に
必
要
な
消
防
自
動
車

や
消
防

ホ
ー
ス
等
が
格
納
さ
れ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
台
風

な
ど
の
災
害

に
対
応

す

る
た

め
に
待
機
場
所

と
し

て
、

ま
た
、
分
団

の
会

議
場
所

と
し
て

使

っ
て

い
ま
す

。

▽
消
防

セ

ン

タ

ー

の

完

成

等

第
９
分
団

第
２
班

（
新
作
）
の

消
防
セ

ン
タ
ー
が
昨
年
1
2月

完
成

し
ま
し

た
。
ま
た
、
第
７
分
団
第

市の消防体制と役割

消防局・消防署は常備消防

機関として、火災 、風水害、

地震等の災害を未然に防ぎ、

あるいはこれらの災害による

被害を最小限にとどめ 、市民

の生命、身体、財産を守るこ

とを任務としています。

守
る

予

防
の
た
め
地
域
を
巡
回
し
て
火

災

を
警
戒
し
て

い
ま
す
。

▽
音

楽

隊

現
在
六
人

の
消
防
団
員

（
う

ち

女

性
消
防
団

員
五
人

）
が
、
消
防

音
楽
隊
員
の
一
員
と
し
て
演
奏
を

通
じ
、
火
災
予
防

の
広
報
活
動
を

行

っ
て

い
ま
す
。

※
消
防
団
音
楽
隊
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
細

は
消
防
局
企
画

管
理
室
に
お
問

い
合

わ
せ
を

消防団は「自らの手で郷土
を災害から守ろう」という精

神で立ち上がった、地域の有

志による組織です。地域の安
全確保を図るため、消防署と

連携し、火災予防の推進や災

害の防除等を進めます。

２

班
（
古

ケ

崎

新

田

ご

３

班
（
古

ケ

崎

本

田

）
、

第

９

分

団

第

２

班

（
新

作

）
、
第
2
5
分

団

（
巾

崎

新

田

）

の
小

型

動

力

ポ

ン

プ
付

積

載

車

が

新
し

く

な

り

ま

し

た

。

わ

が
街
を
守

る
消
跡
団

第9分団に配置された小型動力ポンプ付積載車

人口と世帯

人口471,288 人 ［＋　53 ］

男237,007 人 ［-　93 ］

女234,281 人 ［+ 146 ］
世帯189,573 世帯［-　29 ］

※平成12年国勢調査の確定値を基準とし

て集計した常住人口です。

まつど市民活動サポートセンター

オープニングフ ェスタ

市営有料駐輪場定期使用者を募集②

狂犬病 予防注射　　　　　　 ③

身近な図書館をご利用ください ④

監査結果 を公表 します　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥ ⑦

「

家

庭

ご

み

の

分

け

方

出

し

方

」
チ

ラ

シ

を

配

布

平

成
1
5年
度
版

「
家
庭

ご
み
の
分
け
方

出
し
方
」

の
チ

ラ
シ
を

、

３
月
2
5日

㈹
に

新
聞
折
り
込

み
で
配
布
し

ま
す

。
大
切
に

保
管
し

、

ご
み
を
分
け
た
阿
才出
し
た
Ｉ

す

る
と
き
に
参

考
に
し

て
く
だ
さ

い
。

匝
環
境
業
務
課

公
3
6
6
・
7
3
3
3

｢飲酒運転の撲滅｣と｢シート

ベルトの着用の徹底｣ を
シートベルトをしていれば助かったと

思われる死亡事故が多発しています。シ

ートベルト・チャイルドシートは 、必ず

着用しましょう。また 、飲酒運転は絶対

にやめましょう。

◆運転席に座ったら必ずシートベルトを

確認する。

◆同乗者に対してもシートベルトやチャ

イルドシートを着用させる。

◆飲酒する場所には車を運転していかな

い。

◆家庭で、職場で、飲酒運転をしない環

境づくりをすすめる。

※昨年から飲酒運転に対する罰則が厳し

くなりました。

固松戸警察署登369-0110､ 松戸東警察

署S349-0110､ 市安全課公366-ﾜ3 ∠凵

昭

和
5
8
年

４

月
1
4
日

ま

で

に

生

ま

れ

、
平

成
1
5
年

１

月

３

日

ま

で

に

松

戸
市

に

転

入

の

届

け

出

を

し

、

引

き

続

き

居

住

し

て

い

る
人

転

入

・
転

出

者

の

投

票
…

平

成
1
5

年

１

月

４

日

以

降

に

千

葉

県

内

の

他

の
市

区

町

村

か

ら

転

入

し

た

人

は

、

松

戸

市

で

発

行

す

る

「
居

住

証

明

書

」

を

持

参

す

れ

ば
前

住

地

投

票
時

間
・：
午

前

７

時

～

午

後

８

防

投

票
で

き

る
人

…

告
示
日

…
４
月
４
日

窗

投

票
日
…
４
月
1
3囗

㈲

で
投
票
で

き
る
場
合

が
あ
り
ま
す

の
で
、
前
住
所

地
の
選
挙

管
理
委

員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ま

た
、
松
戸
市

の
選
挙
人
名
簿

に
登
録

さ
れ
て

い
る
人

が
、
投
票

日
前

に
松
戸
市

か
ら
千

葉
貶
内

の

他

の
市
区
町
村

に
転
出
し

た
場
合

は
転
出
先

で
発
行

す
る
「
居
住
証

明
書
」
を

持
参

す
れ
ば
松
戸
市
で

投
票

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

千

葉
県
外

へ
転
出
し
た
場
合
は

投
票

で
き
ま
せ

ん
。

圖
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
a

3
6
6
・
7
3
8
6

1
月
1
3
日
帥
は
千
葉
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

地
域
に
密
着
し
た
防
火
・
防
災
活
動

地域社会に目を向ける新しい力を募集します。 市民を災害 から守るには、

消防局・消防署だけでは成

り立ちません。

地域 を守る消防団と消防

局・消防署が一体となった

活動が必要です。

地域の安全市民の安全
消防団消防局・消防署

主な内容



市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
１
月
に
開
館
し
た
「
ま
つ
ど
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

県
の
協
力
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
習
会
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
等
に
よ
る
催
し
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

圖
地
域
振
興
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
室
昔
3
6
8
・
1
8
1
4

期

日
・：
３

月
2
2
日

出

・
2
3
日

賄

会

場
：
士

っ

ど

市

民

活

動

サ

ポ

ー
ト

セ

ン

タ

ー

（
ド
案

内

図

）

平成15年
度

まつど市民活動サポートセンター

帝

Ｎ

Ｐ

Ｏ

講

習

会

３

月
2
2
日

出
午

後

１

時

～

４

時

テ

ー

マ

①

「
Ｎ

Ｐ

Ｏ

立

県

千

葉

」

の
実

現

に

向

け

て
（
Ｎ

Ｐ

Ｏ

と

は

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

台

頭

の
社

会

北
旦

尽
、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

施

策

等

）

②

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人

設

立

の
手

続

き

に

つ

い
て

（
法

人

設

立

の
状

況

、
設

立
手

続

き

、

法

の

一

部

改

正

等

）
　

講
師

千

葉

県

県

民

生

活

課

Ｎ

Ｐ

Ｏ

室

長

・
森

田

昌

雄

氏

、

同

副

主

幹

・

佐

久

間

文

夫

氏

眥

用
無

料

匣

３

月
1
4
口

窗
ま

で

に

、
電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス

で

、

ま

つ

ど

市

民

活

動

サ

ポ

ー
ト

セ

ン

タ

ー

容
3
6
8・

1
8
1
4

囲
3
6
5・
ｒａ

６
３

″ｈ
）へ

3 月６日團から、有料駐輪場の「空き」の有無を問わず（下表参照）、平成 巧

年度定期使用者を随時募集します。下記の要領でお申し込みください。

なお 、駐輪場に「空き」がない場合は、申し込み後、「空き」が生じるまで

待機していただくか、再度、「空き」がある駐輪場を申し込んでください。

【申し込み要領】

定期使用できる車種防犯登録を受けた自転車と原付（50CC 以下） 利用期

間∠t月１日～平成 拓年3 月31 囗　申請書の配布場所駐輪場管理棟　受付場所指

定駐輪場管理棟（券売機が設置してある管理棟） 受付時間午前ﾜ時～午後ﾜ時

30 分　結果通知先着順に受け付け後、約10 日前後で結果を通知します。

※詳細については、安全課または駐輪場管理員までお問い合わせください。

固安全課a366-ﾜ ∠139

呼

教

育

市

民

集

会

３
月
2
3日

㈲
午
後
１
時
～
４

時
3
0分

内
賽

冒
谷
小

ビ
ー
イ

ン
グ
（
市
川
市

立
曽
谷
小

学
校
）

に
よ

る
空

き
教
室
の
活

用
、
子

ど
も
た
ち

の
居
場

所
づ
く
り
の

事
例
紹
介

な
ど
　

豊

用
四
百
円

（
資
料
代

）

※
キ

ッ
ス

ル
ー
ム
の
用
意
が
あ

り
ま
す

（
有
料
、
要
予
約
）
。

固
松

戸
市

民
集
会
実
行

委
員
会

昔
3
6
2
・
3
7
3

００

会
場
案
内
図

ご来場は、電車・バス( 京成バス矢切駅経

由市川行｢浅 間台｣下 車) をご利用ください。

日時 …22日出・23 日（日）午前10 時 ～午後4 時

● おもちゃの病院 （おも ちゃの図 書館）

●手 作りビ ーズ・カン バッヂ作り等 （松

戸 プレイバス を走 らす会）

● パソコンなんでも相談 （ＮＰＯ法人快適

IT 空 間）

● せっけん作り （せっ けんの街松 戸）

● 親子で「山の幸染」に よるコースタ ー

作 り等 （あざ みの会）

● 親子であそば ！（ＮＰＯ法人松戸子ども

劇場 ）〔22 日 の み開催 〕

●鉄 道模型運転・展示、ビデ オ上 映等（Ｎ

ＰＯ法人交通文化連盟）

●軽 食コ ーナ ー（松戸 まちづ くり応 援団）

※O 　内 は主催 団体で す。 軽食コ ーナ ー

等一部有料 と なり ます。

市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

？申告
を
す

る
人

…
平

成
1
5年
１
月

１
日
現
在
、
市
内

に
住
ん
で

い
て
、

平
成
1
4年
中

に
所

得
が
あ
っ
た
人

や
退
職
し
た
人

な
ど

※
所
得

が
な
く

、
ど
な
た
の
扶
養

に

も
な

っ
て
い
な
い
人

も
、
申

告
を

お
願

い
し

ま
す
。
申
告
を

し
な

い
と

、
各

種
手

続
き
に
必

要
な
証
明
書

等
の
交
付

が
受

け

ら

れ
ま
せ

ん
。

申
告
を
し

な
く
て

も
よ
い
人
・
＝
給

与
所
得

の
み
で
、
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報

告
書
が
市
役
所
に
提
出

さ
れ
、
住
民
税

が
天

引
き
さ
れ

る

人

（
勤
務
先

で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）
　・
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を

提
出
す

る
人

※
給

与
所

得
以
外

の
所
得
が
二
十

万
円
以
下

の
人

は
、
確
定
4
1告

の
必
要

は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
市

・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

準

備
す

る
も
の
：
①

収
支
の
わ

か

る
帳

簿
等
⑦
源

泉
徴
収
票

・
給
与

明

細
書

・
支
払
調
書
等

③
半
成
1
4

午

甲
に
支
払
っ
た
健
康
保

険
料

・

国

民

年

金

保

険

料

・
介

護
保

険

料

・
生

命

保

険

料

・
損

害
保

険

料
・
医
療
費
な
ど

の
領
収
書

ま
た

は
証
明
書

圉
印

鑑
⑤
配

偶

者
の
収

入

が
わ
か
る
も
の

受
付

日

時
・：
３
月
1
7日

側
ま
で

、

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時

（
上

・
日

曜
日
を
除
ぐ
）

受
付
場

所
…
市
役
所
本
館
二

階
大

会
議
室

・
各
支
所
一
（
た
だ
し

３
月

３
日
興
か
ら
、
常
盤
平

・
新
松

戸

・
小

金
原
支
所
は
市
民
セ

ン
タ
ー

に
な
り
ま
す
）

※
郵
送
に
よ

る
申
告

も
受
け
付

け

ま
す

が
、
申
告
書
に
必

ず
電
話

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
（
控

え

が
必
要

な
人
は
、
返
信
用
封

筒
に
切
手
を
張

っ
て
同
封

を
）
。

讖
市
民
税
課

容
3
6
6
・
7
3
2
2

駐輪場名 車種 空き台数

小 金 城 趾 駅 第1　　　 ★
自転車 38

原ｲﾐ↓ ３

八 柱 駅 南 口 第2　　　 ★ 自転車

原ｲﾐt

299

八 柱 駅北 口 第2　　　 ★ 曷

八 柱 駅 北 口 第3　　　 ★
自転車 266

原付 84

松 戸 新 田 駅 北 口 第1　 ★
自転車 掲

原ｲXL ６

稔台駅南口第1 自転車 130

一一一　－
12稔 台 駅 南 口 第1　　　 ★ 原付

常盤平駅南口第1 自転車 28

常盤平しようぶ公園
自転車 1ﾜ4

原ｲ寸 ∠12

常盤平駅北口第1
自転車 142

原ｲ寸 22

常盤平駅北口第2
自転車 14

原付 29

常盤平駅北口第3 自転車 1ワ1

五香駅東口第2
自転車 ５

原ｲ寸 15

五 香 駅 東 口 第2　　　 ★ 自転車 198

五 香 駅 東 口 第∠t　　　 ★ 自転車 85

五 香 駅 西 口 第2 自転車 232

六 実 駅 第1　　　　　 ★ 自転車 292

六 実 駅 第2
自転車 13

原ｲ寸 18

六 実駅 第2　　　　　 ★ 自転車 188

矢 切 駅 第1　　　　　 ★ 原ｲ寸 ４

矢 切 駅 第2　　　　　 ★ 自転車 99

矢 切 駅 第3　　　　　 ★
自転車 116

原付 10

駐輪場名 車種 空き台数

吩戸駅東口高架下
自転車 引

原付 33

吩戸駅西口公園下 自転車 856

吩戸駅西口高架下
自転車 119

原付 21

隕戸駅西口第2　　 ★ 自転車 53

北松戸駅東口第1
自転車 109

原ｲ寸 58

北松戸駅東口第2 自転車 11ワ

北松戸駅西口
自転車 682

原ｲ寸 89

北松戸駅西口地下 自転車 ∠166

剛喬駅東口高架下 自転車 106

嗣 喬駅東 口 高 架 下 ★
自転車 1,133

原付 95

帽 喬駅 西 口　　　 ★ 原付 ８

馬橋駅西口高架下
自転車 1∠1ﾜ

原ｲ寸 20

新松 戸 駅 東 口 第1　 ★ 原ｲ寸 10

新松 戸 駅 西 口 第1　 ★ 原付 ∠15
新松 戸 駅 西 口 第3　 ★ 自転車 39

新松 戸 駅 西 口 第6　 ★
自転車 498

原ｲ寸 46

新松戸 駅西 口高架 下 第1 自転車 19∠t

新松 戸 駅 西 口 高 架 下 第

２　　　　　　　　 ★
自転車 599

原ｲ寸 ∠10

新松戸駅西口高架下 第3 ★ 自転車 ∠193

北小 金 駅 南 口 第1　 ★ 自転車 156

北小 金 駅 南 口 第2　 ★ 自転車 81

北小 金 駅 南 口 第3　 ★ 自転車 90

北小 金 駅 北 口 参 道 第1 自転車 ２

无小 金 駅 北 口 高 架 下 原付 ３

軽自動車などの廃車、名義変更、住所変更の手続きをお忘れなく軽自動車税は、毎年∠E月１日現在、原動機付自転車・小型特殊自動車・軽

自動車・二輪の小型自動車を所有している人にかかります。軽自動車等を

譲渡したり、使わなくなったときは、必ず手続きをしてください。

圖税制課H366-7321

自賠責保険・共済は法律によリバイク・原付自転車を含むすべての自動

車に加入が義務づけられている保険です。力[]入しないで運転すると1 年以下

の懲役または50 万円以下の罰金が科せられることがあります。さらに違反

点数は6点となり、ただちに免許停止処分の対象になります。

車検制度のないバイク・原付自転車は、特に期限切れ、かけ忘れにご注

意ください。

圜関東運輸局千葉運輸支局輸送課≫043-242-7335

歯
を
大
切
に

歯
科

矯
正

治
療
の
装
置
で
、

歯
に
沿

っ
て
針
金
が
付

い
て

い

る
マ
ル
チ

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
装
置

と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
一

本
一
本
の
歯
の
表
面

に

ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
と

い
弓
小

さ

い
粒
を
接

着
さ
せ
、
ア
ー
チ
型
の
針
金
を

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
止
め
る
こ
と

で
針
金
の
弾
力
を
歯
に
伝
え

る

仕

組
み
で
す
。

こ

の
よ
う
な
全
体
の
歯
列
の

矯
正

を
行
う
装
置
は
七
十
年
前

頃
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
、
装
置

の
機
能
的
な
改
善

が
何
度
と
な

く
繰
り
返
さ
れ
、
現
在
に
近

い

も
の
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
で

は
目
立
た
な

い
こ
と
に
重
点

が

置
か
れ
進
歩
し
て
き
ま
し
た

。

例
え

ば
、
歯
の
面
に
接
着
す

る

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
の
素
材

が
金

属
だ
け
で
な
く
、
硬
質
の

プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
や
セ
ラ
ミ

ッ
ク
と

い

っ
た
も
の

が
出
て
き
ま
し
た

。

さ
ら
に
ま

っ
た
く
見
ら
れ
た
く

な

い
と

い
弓

希
望
に
も
添
う
よ

う
に
、
歯

の
裏
曩
に
付
け

る
装

置
も
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
仕
事
上

の
都
合
な
ど

も

あ

る
と
思

い
ま
す

が
、
多
く

の

人
の
あ
ま
り
気
付

か
れ
ず
に
矯

休
診
日

３
月
1
2日

水

固

市
立
病
院
産
婦
人
科

外
来

登
3
6
3
・
2
1
7
1

内
線
2
1
0
8

３
月
は
市

役
所
駐
車
場

が
大
変
混

雑
し
ま

す
。
市
役
所
へ
は
電

車

・
バ
ス
等

で
来
庁
ぐ

だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す

。

圜
管
財
課
庁
舎
管
理
係

昔
3
6
6
・
7
3
1
6

自賠責保険・共済の期限は切れていませんか？

市
役
所
へ
は
電
車
・
バ
ス
で

市営有料駐輪場の定期使用者を随時募集
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

ま
つ
ど
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

有料駐輪場の空き台数　 （★は屋根のない駐輪場）

市
立
病
院
産
婦
人
科
更
年
期
外
来
の
休
診

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

正

治
療
を
受
け
た

い
と

い
う

二

Ｉ

ズ
に
見
合

っ
た
進
歩
を

遂
げ

て
き
た
の
で
し

ょ
う

。

と
こ

ろ
が
つ
い
最
近

、
ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト
と
針
金
を
と

め
る
小

さ
な
輪
ゴ
ム
の
よ
弓
な
も
の
（
モ

ジ
ュ

ー
ル
）
が
透
明
で
は
な
く
、

カ
ラ

ー
モ

ジ
ュ

ー
ル
と

い
う

カ

ラ

フ
ル
な
も

の
が
使
わ
れ
人

気

に
な

っ
て

い
ま
す

。
笑

顔
で
よ

く
目
立

つ
の
で
す

が
、
色

が
か

わ

い
い
と

い
っ
て
、
自
分

で
色

を
選
ん
だ
り
、
歯

ご
と
に
色

を

変
え
て
配
色
を
考
え

た
り

、
結

構

楽
し

ん
で

い
る
人

が
多
い
よ

う
で
す

。
（

リ

ウ
ッ
ド
映
画

な

ど
に
は
矯
正

装
置
を

つ
け
た
役

者
さ
ん

が
登
場
す

る
こ

と
を
珍

し
く
は

あ
り
ま
せ

ん
し

、
最
近

あ

の
ト

ム

ー
ク
ル
ー
ズ
が
表

側

の
透
明
な
装
置

で
矯

止
治
療
を

し
て

い
ま
し

た
。
こ

ん
な
米
国

な
ら

い
ざ
知

ら
ず
、
日

本
で
こ

の
ち

ょ
っ
と
し

た
ブ
ー
ム
が
起

き
て
い
る
の
は
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

少
し

ず
つ
矯
正

装
置
に
対
し

て

の
意
識

が
身
近

か
な
も
の
に

な

っ
て
き

て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ

ん
。

そ
の
一
〇
五
　
矯
正
装
置
、
あ
な
た
は
目
立
た
な

い
派
、
そ
れ
と
も
楽
し
む
派
？

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

申
告
期
限
は
３
月
１７
日

側
ま
で

オープニングフェスタ

親子で楽しむ～ボランティア・

ＮＰＯコーナー



狂
犬
病
予
防
注
射

生
後
九
十
一
日
以
上

の
飼

い
犬

は
、
生
涯
一
回

の
登
録
と
毎
年

一

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
必
要

で

す
。
予
防
注
射

の
接
種

は
、
下
表

の
会
場
で
行
う

か
、
最
寄
り

の
動

物
病
院
で
行

っ
て
く

だ
さ
い
。

ｙ

予
防
注
射
は

ど
こ

の
会

場
で
も

受
け
ら
れ
ま
す

。

Ｖ
実
施
日

・
延
期
日

と
も
午
前

中

に
雨
天
で
中
止
し
た

場
合

は
、
午

後
も
中
止

（
実
施
日

が
途

中
で
中

止
と
な

っ
た
場

合
は
、
中

止
と
な

っ
た
会
場

の
み

延
期
日
に

実
施
）

し
ま
す
。

Ｖ
雨
天
中
止

は
、
各
会
場

開
始
時

間
二
十
分
前
に

決
定
し

ま
す
。

甲
実
施
日

が
雨
天
中

止
の
場
合
、

延
期
日
に
行

い
ま
す

が
、
両
日

中

止
に

な
っ
た
場

合
、
以

後
実
施
し

ま
せ

ん
。

▽
飼

い
主

が
押
さ
え

る
こ

と
の
で

き

な

い
犬

は

、

予

防

抂
射

を

受

け

ら

れ

な

い
こ

と

が
あ

り
ま

す

。

▼
予

防

抂
射

は

健

康

な

犬

で

な
け

れ

ば
受

け

ら

れ

ま

せ

ん

。
発

情

中

、

妊

娠

の

疑

い
の

あ

る
犬

、

現

在

通

院

中

の
犬

、

慢

性

疾

患

等

で

健

康

に
不

安

の

あ

る
犬

、

人

を

か

ん
だ

こ

と

の

あ

る
犬

（
狂
犬

病

鑑

定

が

済

ん

で

い
な

い
場

合

は

松

戸

保

健

所

に

ご

相

談

く

だ

さ

い
）
、
一
ヵ

月

以

内

に

他

の

予

防

抂
射

を

受

け

た

犬

は

、

事
前

に

最

寄

り

の
動

物

病

院

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

Ｔ
会

場

で

の

ふ

ん

は

、

飼

い
主

が

責

任

を

も

っ
て

処

理

し

て

く

だ

さ

い
。
甲
市

の

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

（

ア

ド
レ

ス

は

二
向
右

上

参

照

）

で

会

場

の

周

辺

地

図

を

検
索

で

き
ま

す

。

固

環

境

保
全

課

環

境
衛

生
係

豊
3
6
6

・
７
３

３

戸０

平成15 年度狂犬病予防注射実施一覧

実施日 時　　間 実 施 会 場 延期日

4/ 8
(火)

午前10畤～11時20分 花之台公園（上本郷）
5/ 8
困午後IE時～1時40分 新萩公園（三矢小台5丁目）

午後2時20分～3時10 分 松戸小山雨水ポンプ場（小山）

4/ 9
㈲

午前10時～11時20分 二十世紀公園（二十世紀が丘梨元町）

5/ 9
廊

午後1[侍～1時30分 旭ケ丘第3公園（岩瀬）

午後2時20分～3時10 分 八杠霊園囿門横広場（田中新田）

4/10
㈲

午前10 時～11時20分 中金杉公園（中金杉2丁目）

5/12
(月)

午後IE持～1時30分 新松戸第1公園（新松戸1丁目）

午後2時20分～3時10 分 きよしヶ丘小金公圖( 小金きよしヶ丘2 丁目)

4/11
㈲

午前10時～11時20分 八ヶ崎子安神社（八ヶ綺2丁目）
5/13
固午後IE持～1時40分 千駄堀集会所（千駄堀）

午後2時30分～3時20 分 常盤平公園（常盤平松葉叮）

4/14
(月)

午前10 時30分～11時20分 小金原公園（小金原6丁目）
5/14
困

午後1時～1時40分 五香公園（五香西1丁目）

午後2時30分～3時20 分 東部スポーツパーク正門（高塚新田）〔注1 〕

4/15
㈲

午前10時～11時20分 稔台公園（稔台）

5/15
㈲

午後IE持～1時40分 高塚新田緑地（高塚新田）

午後2時30 分～3時20分 三矢小台公園（三矢小台2丁目）

4/16
㈲

午前10時～11 時20分 古ヶ畸八丁目こどもの遊び場( 古ヶ綺∠1丁目)

5/16
㈲

午後1時～1時50分 相川公園（西馬揣相川町）

午後2時30 分～3時20分 新松戸南公園（新松戸南2丁目）

4/17
困

午前10時～11時20分 中和倉公園（中和倉）

5/19
(月)

午後1時～1時40分 仲井町公園（仲井町3丁目）

午後2時30 分～3時20分 栄町第1公園（栄町6丁目）

4/18
窗

午前10時～11 時20分 常盤平金ヶ作公園（常盤平3丁目）
5/20
㈲

午後1時～2時 六実ふれあい公園（五香5丁目）

午後3時～3時30分 串綺公園（串綺圉町）

4/21
㈲）

午前10時～11 時30分 六実第2公園（六高台2丁目）
5/21
圉

午後1時～1時40分 北丘第2公園（五香ﾜ丁目）

午後2時30 分～3時10分 ひよどリ公園（五香西4丁目）

4/22
㈹

午前10時～11 時20分 新松戸中央公園（新松戸6丁目）
5/22
㈲

午後1時～1時40分 二三ケ丘公園（三ケ月）

午後2時40 分～3時10分 平潟公園（松戸）

4/23
㈲

午前10時～10時40分 かぶと公園（牧の原2丁目）
5/23
㈲

午前11時30 分～正午 ひばリ公園（小金原9丁目）

午後1時40 分～2時20分 ユーカリ交通公園隣広場（小金原1丁目）

4/24
團

午前10時～10時40分 栄町西3 丁目こどもの遊び場( 栄町西3 丁目)

5/26
㈲

午前11時30 分～正午 小根本公園（小根本）

午後2時～2時30分 秋山集会所（春日神社脇）

講　　座　　名 日　　　　　　時 定 員／費 用

日商簿記3級受験講座

4/11 ～5/30 の 毎 週 月 ・水 ・ 金 曜

日(4/28 、5/5 を 除 ＜ ）〔全20 回 〕

午 前9 時30 分 ～11 時30 分

15人/20,000 円
(15,000 円)

日商簿記2級受験講座

8/2 ～10/25 の 毎 週 土 曜 日(8/16 を

除 ＜ ）〔全12 回 〕

午 前10 時 ～ 午 後4 時

拓人/30,000 円

(25,000 円)

宅地建物取引主任者資格取

得講座

4/22 ～8/28 の毎 週火・木曜日(4/

29 、8/12 り ４を除＜) 〔全35[⊇]〕

午後ら時30 分～9 時

20人/50,000 円
(40,000 円)

※テキスト代実費

2級建築士資格取得講座

(学科コース)

4/12 ～6/21 の毎週火 一木・土曜日

(4/29 ・ 5/3を除 ＜）〔全30 回 〕

午後ら時30 分～9 時（土曜日は午後

ら時から、最終日は午前9 時 ～午後

O時30 分と 午後1 時30 分～5 時の2

回 開講）

20人/60,000 円

(50,000 円)

※教材費実費

2級建築士資格取得講座

(製図コース)

9/2 ～9/20 の毎 週火・木・土曜日

[全10 回〕午後ら時30 分～9 時( 土 曜

日は午後6 時 から 、最終日は午前9

時～ 午後〇時30 分と午後1 時30 分

～5 時の2 回開講)

拓人/40,000 円
(30,000 円)

※教材費を含む

行政書士資格取得講座

5/12 ～8/6 の 毎週 月 ・水曜 日（ﾜ/21

を 除 ＜ ）〔全25 回 〕

午 後ら時30 分 ～9 時

20人/40,000 円

(30,000 円)

※テキスト代実費

実用英会話基礎講座

4/15 ～6/24 の毎週火曜日(4/29 を

除＜）〔全10 回〕

午前10 時～11 時30 分

25人/10,000 円

※テキスト代実費

実用英会話初級講座
4/9 ～6/25 の 毎 週 水 曜 日〔全12 回]

午 後1 時 ～2 時30 分

25人713,000 円

※テキスト代実費

実用英会話中級講座
4/9 ～6/25 の毎週水曜日〔全12 回〕

午前10 時～1  10930 分

25人713,000 円

※テ牛スト代実費

中国語入門講座～北京語
5/6 ～7/22 の毎週火曜日〔全12 回 〕

午前10 灣～11 時30 分

20人713,000 円

※テ牛スト代実費

男の料理教室

4/190 士)､5/17i圉､6/21 圉､7/19 ① 、

9/20( 土八 全5 回 〕

午 後2 時 ～4 時

20人/15,000 円

※材料費を含む

気功入門講座

4/4 ～6/27 の 毎 週 金 曜 日(5/2 を 除

＜) 〔全12[ ⊇]〕

午 後1 時 ～2 時20 分

30人712,000 円

太極拳入門講座

4/4 ～6/27 の 毎 週 金 曜 日(5/2 を 除

く ）［全12 回 〕

午 後2 時30 分 ～3 時50 分

30人712,000 円

健康ヨーガ入門講座
4/11 ～6/27 の 毎週 金 曜 日〔全12 回 〕

午 前10 時30 分 ～ 正 午
25人712,000 円

フラワーデザイン入門講座

4/17 ～9/25 の 毎 週 木 曜 日 （8 月 を

除 く ）〔全20 回 〕

午 前10 時 ～ 正 午

20人/10,000 円

※花材費実費

フラワーデザイン中級講座

4/17 ～9/25 の 毎 週 木 曜 日 （8 月 を

除 ＜ ）〔全20 回 ］

午 後1 時 ～3 時

20人/10,000 円

※花材費実費

筆ペン初級講座

4/7 ～8/4 の 毎 週 月 曜 日(4/28 、

5/5 、ﾜ/21 を 除 く ）〔全15 回 〕

午 後1 時30 分 ～3 時30 分

20人/ﾜ,500 円

※教材賈実費

筆ペン中級講座
4/18 ～7/25 の 毎週 金 曜 日〔全 拓 回 〕

午 後1 時30 分 ～3 時30 分

20人/ﾜ,500 円

※教材賈実費

陶芸入門講座
4/24 ～7/10 の 毎 週 木 曜 日〔全 で 回 〕

午 前10 時 ～ 午 後O 時30 分

18人/12,000 円

※材料・道具代等実費

カラーコーディネート 入門

講座

5/6 ～7/22 の 毎 週 火 曜 日〔全12 回 〕

午 後1 時30 分 ～3 時30 分

20人/12,000 円

※テキスト代等実費

日曜大工講座

5/11 ～H16.4/18 の原則毎月第2 ・3

日 曜日（8 月 、12 月 、１月は１回）

〔全21 回 ］午前9 時～正午

20人

3ヵ月ごとに9,000 円

※材料・道具代実費

費用3,350円（予防注射2,800円・注射済票交付550 円）。初めて登録する犬
は登録手数料3,000円か別途必要です。

注1＝雨天延期の場合，東部スポーツパーク横の公園付近に移動となります。

会場松戸地域職業訓練センター（テク721) 所在松戸市小金原1の19 の3

圃3 月５日㈲午前９時から、受講料を添えて直接、松戸地域職業訓練センター（容ｙ9

－3200 ）窓口へ

※受付当日は大変込み合いますので、車でのご来所はご遠慮ください。

※受け付け開始時に定員を超えた場合は抽選となります。ご本人のみの受け付けです。

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メンバーの場合です。
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名　　称 電 話 所　 在 通所関係小学校(1～3年)

新松戸あかしあ 344-21 ∠囗 新松戸ﾜ の3ﾜ5 新松戸北、新松戸西

相模台 362-8604 松戸2284 の1 相模台

○松飛台 38ツー6979 五香西4 の22 の1 松飛台、松飛台第二

ハケ畸 345-9322 八ヶ綺7 の38 の12 八ヶ綺

○横須賀 345-6164 新松戸北2 の13 の1 横須賀

ニツ木 341-8423 ニツ木旧ﾜO の1 八ヶ綺第二

○南部なかよし 365 一刀ﾜ1 小山1∠18 南部

常盤平風の子 388 －ﾜﾜ24 常盤平西窪町8の26 常盤平第三､稔台､牧野原

○松戸中央 363- ∠1110根本２回 北部、中部、古ヶ綺南

○高木 389-5656 金ヶ作120 高木

○ひまわり第二 385 ―56ﾜ0 五香∠|の18の1 高木第二、六実第三

○旭どんぐり 348-3061 旭町1 の20 の2 旭町

○上本郷第二 368-8162 上本郷26ﾜﾌ 上本郷第二

○やきリ 368-9036 中矢切540 矢切

幸谷 348-4222 三ケ月1261 幸谷

○東部 392-ﾜ809 高塚新田382 の4 東部

※○印は学校余裕教室、Ｏ印は公共用地

奈通所関係小学校とは、今年度、その学童保育所に通っている児童

が在籍している小学校です（ほかの小学校からの通所も可能）。

名　　称 電　話 所　　在 通所関係小学校(1～3年)

○栗ケ沢 3∠14―4∠tﾜ2小金原ﾜ の16 栗ケ沢

○小金 3∠11 ―0406 小金355 小金

杉の子会 362-485ﾜ 稔台99 稔台、寒風台 、上本郷第二

常盤平 38ツー26ﾜ0 常盤平4 の11 の16 常盤平第一 ・第二､ 金ヶ作

○上本郷 365 ―32!ﾜ6 上本郷3620 上本郷

○小金原 345-0401 小金原8 の10 貝の花

○根木内 345-0454 小金原2 の3 根木内、根木内東

馬橋 344-9681 西馬橋相川町1∠に3 馬橋、馬橋北

胡録台 365-9200 松戸新田158 の1 松ケ丘、和名ケ谷

高塚 391-4ﾜ58 高塚新田500 の8 梨香台

○古ヶ綺 361-1842 古ヶ崎4 の3620 の1 古ヶ畸

○牧の原 384-4553 牧の原435 の31 牧野原

○寒風台わんぱく 363-8400 松戸新田316 の25 寒風台

○たんぽぽ 36ﾜｰﾜ232 二十世紀が丘柿の木町111柿ノ木台

新松戸 34∠|－9ﾜ96 新松戸4 の24ﾜ 新松戸南、馬梔北

○小金北 344-9ﾜ35 殿平賀2ﾜ0 小金北、殿平賀

○八柱 392-5420 日暮4 の5の3 河原塚

大橋ありのみ 391-261ﾜ 二十世紀が丘丸山町B6 大橋

○五香六実ひまわり 384-0206 六高台4 の131 六実 、六実第二・第三

松戸地域職業訓練センター(テクノ21)講

座
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図書館貸出用資料

親子で読書を楽しみましょう（明分館で）

資料種別 貸出冊数 貸出期間

図書 無制限

2週間

CD ・カ セ ット テ ー

プ( 本 館 ・小 金 分 館)
1人3 点 まで

紙 芝 居( 本 館 ・ 常

盤 平 ・小 金 う[] 名

ヶ 谷 分 館)

無制限
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利用案内

＼ 開館時間 休館日

本館

午前9 時30 分

へ午 後ら時( 水

･金 曜 日は 午

前9 時30 分～

午後ﾜ 時)

○ 月 曜 日

○ 月 末 （変 更 の 場 合

が あ り ま す）

○ 国民の祝Eﾖ （月曜日力

祝日の場 合は翌日も休館）

○ 年 末 年 始 （12 月2E

日 ～1 月∠|日 ）

○ 特別整理 期間（館 によ

って日程が異なります）

分館
午前9 ㈲3C}分

～午 後ら時

「
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用

検

索

機

で
目

的

の

本

を

見

つ
け

た

け

れ

ど

、

そ
こ

に

本

が
な

い
」

こ

ん
な

と

き

は

、

カ

ウ

ン

タ

ー

で

一

人
十

冊

ま

で
予

約
で

き
ま

す

。

貸

出

中

の

と

き

は
待

っ
て

も

ら
う

こ

と

が
あ

り

ま

す

が
、

貸

出

可

能

な

図

書

の
場

合

は

、
三

日

以

内

に

用

意

で

き

ま

す

。
蔵

書
に

な

い

場

合

は

、
購
入

し

た

り

、

市

外

の
公

立

図

書

館

か

ら

借

り

て

皆

図
書
館
で
は
、
来
館

で
き

な
い

身
体
に
障
害

の
あ

る
人

や
介
護
保

険
で
要
介
護

の
人
等
に

、
図

書
や

Ｃ
Ｄ

・
カ
セ

ッ
ト

テ
ー
プ
の
宅
配

サ

ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
、
借
り

る
と

き
や
返
す

と
き
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス

で

連
絡
し

て

い
た
だ

き
ま

す
と

、

職
員

が
訪
問
す

る
も
の
で
す

。

対
象

市
内

在
住

で
身

体
に

障
害

つ

上

二
級
）
の
あ
る
人

・
介

護
保

険
で
要
介
護

の
人
等

貸
出
資
料

図
書

・
Ｃ
Ｄ

・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ

貸
出
期
間
三
十
口
以
内

圃
電
話

ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
図
書

館
宅
配

サ
ー
ビ
ス
担
当

登
3
6
5
・
５

１
１

」Ｏ
隰
3
6
1
・
９
Ｊ
７
７
０

へ

※
後
日

「
登
録
申

ｔ
蠻

旦

を
郵
送

し
ま
す

。

さ

ん

に
提

供

し

ま
す

。

ま

た

、

本

館

に

来

て

予

約

し

た

本

を

近

く

の
分

館

で

受

け
取

り

た

い
と

い
う

場

合

、

予

約

時

に
申

し
出

れ

ば

、

別

の
館

で

受

け
取

る
こ

と

も

で

き

ま

す

。

な

お

、

利

用

カ

ー

ド

を

お
持

ち

の

人

は

、
電

話

に

よ

る

予

約

も

受

け

付

け

て

い
ま

す

。

電

話

で

の

予

約

は

、
所

蔵

し

て

い

る

図

書

に
限

り

、

一

通

話

に

つ

き

一
冊

の
予
約

と
な
ヶ

ま

す
。

受

付

時

間
・：
午

前

９

時
3
0

分

～

午

後

４

時
3
0
分

予

約

専

用

電

話

…

昔
3
6
5・

り乙
３
（
‥`
り冖
。`″

あ
な
た
の
近
所
に
も

図
書
館
が
あ
り
ま
す

家から車で5 分のところにある和名ケ谷分館を、家族∠E人で月

に2回程度利用しています。

前に住んでいた静岡県でも比較的近＜に図書館はありました

が、規模は大きいけれど市内に3館くらいでした。利用するに

は松戸のように分館が配置されている方が使いやすいです。

大人は自分の読みたい本がはっきりしているので、利用者端

末で検索して予約をして取り寄せてもらったり、リクエストし

たりしていますので、蔵書は少なくても読みたい本はだいたい

悒LJることがで滯ます。でも、屏ど夲Jからは本か貝｡で撰ぶこと

が多いので、分館には児童書をもう少し多＜置いた方が良いのでは 、と思います。

予約は大いに利用させてもらっています。一人10 冊までということを知らないで、一度オーバー

してしまいました。蔵書検索や予約が自宅のパソコンでできるようになれば、素晴らしいですね。

私たちも利用しています

館 名 所 在 地 電　話

①本 館 松戸2060 365- 引 猖

②新松戸分館 新松戸3の2ﾜ　 新松戸市民センター内 343-6006

③馬橋分館 西馬橋蔵元町1刀　 馬榲市民センター内 3刻 一刻00

④古ヶ綺分館 古ケ崎4の3490　 古ｹ畸市民センター内 36｢?－4500

⑤矢切分館 上矢切299 の1　総合福祉会館内 368-12 ∠F3

⑥二十世紀が丘分館 二十世紀が丘中松唹 二十世紀が丘市民センター内 392-ﾜ022

⑦明分館 上本郷26 冊 の6　明市民センター内 368-6ﾜ05

⑧馬橋東分館 馬橋1854 の3　馬橋東市民センター内 3∠*6-2054

⑤小金分館 小金きよしヶ丘3邸 の1　小金市民センター内 343-8658

⑩小金北分館 中金杉2の159 の2　小金北市民センター内 3∠13―3302

⑥八ヶ綺分館 八ヶ綺5の15 の1　八ヶ畸市民センター内 348 一6636

⑩小金原分館 小金原6の6の2　小金淙市民センター内 3∠14-8269

⑩稔台分館 稔台100 の1　稔台市民センター内 36フープ196

⑩和名ヶ谷分館 和名ヶ谷1360　和名ｹ谷スポーツセンター内 392-1102

⑩東部分館 高塚新田4回　 東部スポーツパーク内 391-0595

⑩常盤平分館 常盤平3の30　 常盤平市民センター内 38ツー昌28

⑤八柱分館 牧の原1の193 の6　八柱市民ｾﾝﾀｰ 内 38 ツー2613

⑩松飛台分館 松飛台210 の2　松飛台市民センター内 386-6401

⑩五香分館 五香2の35の5　五香市民センター内 386-8250

詢六実分館 六高台3の屶　 六実市民センター内 385-011ﾜ

渡辺正晃さん（六実在住）

昭和20 年から六実に住んでいます。六実分館へは自宅から歩いて6 、ワ

分ですので、とても便利に利用しています。主に午前中、二日に1 回は

来ています。ノンフィクションや私小説が好きで、この前は成田図書館

から取り寄せてもらって読みました。とてもうれしく恣っています。新

刊本もスピーディーに入ってきているようで楽しみです。

利用者端末はどうも使うのが苦手なので、新聞などで書名を確認して

リクエストしています。絵を描＜のが趣味なので、美術全集を見ますが、

六実には1セットしかないので、他館の別の全集を1冊ずつ取り寄せても

らっています。

「おはなしボランティア」が乳幼児（O～3 娥＜らい）と

その保護者に鉈本の読み聞かせを行ないます。

時間午前10 時30 分～11［時10分（根木内こども館は午後

2時～2時40 分）　定員当日先着20 組　費用無料

※各会場とも駐車場はありません。

六実以外にも五香、松飛台、常盤平分館を利用しています。特に、常盤平分館で所蔵しているち

くま文芸文庫はよ＜読みます。

皆さんも、身近な図書館を利用してみませんか。

3/14㈹ Ｃ Ｍ Ｓ 子 育 て 支 援 セ ン タ ー （六 高台 保 育 園 内 ）

3/18 W チェ リ ツ シ ュ ・サ ポ ー ト ・シ ス テ ム( 野 菊 野 保 育 園 内)

3/28R
常盤平児童福祉館

根木内こども館（謳香園内）

図
書
を
「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

市内の

図書館配置図

予
約
は
一
人
十
冊
ま
で

自
分
で
本
を
検
索

本
を
借
り
る
に
は

固市立図書館S365-5115 、拊松戸市おはなしキャラバ

ン登■344-303'ﾜ

乳幼児のための読み聞かせサポート
「絵本はじめのいーっぽ」

左から堀直志さん、潤一郎さん、奈
津美さん、智子さん（松戸在住）

暮
ら
し
の
中
に
『
図
書
館
』
を
！



白井聖地公園行き臨時バスを運行します

運行日3月21 日歸・22 日出・23 日（［］） 運行区間新京成五香駅

西口～白井聖地公園　停留所新京成五香駅西口 一六高台病院・

六実駅入口・白井聖地公園（終点）　乗車運賃（片道）大人600

円・子供300 円　運行時間時刻表のとおり、一日に3本運行（21

日は4本運行、片道約40 分）

※全区固同一料金

※座席数が限られていますので座れない場合があります。

白井聖地公園行き 五香駅行き

時
五香駅
西口発

六高 台

病 院

六実駅
人口 時

白井 聖地

公園発

８ ※0030 ※05 35※1040 ８

９ ９ ※30
１０ 50 55 10 10
１１ 00 １１

１２ １２ 30

13 10 拓 20 13
１４ １４ 50

※印のバスは、21日竕 のみ運行し ます。

※乗車定員に達すると 、

乗車をお断りする場合

があります。

※バスの運行に伴い白井

聖地公園外周道路の一

部が駐車禁止となりま

すので、ご協力を合願

いし ます。

固公園緑地課白井聖地公

園係:S366 ―ﾜ380

監
査
結
果
を

国民健康保険事業の運営に崗する事項を審議する委員を募集

します。

任期4 月１囗～平成17 年3 月31 日　応募資格松戸市国民健康保

険の被保険者で 、会議（平日午後、年3回程度開催）に出席でき

る人　募集人員5人　選考方法市の選考委員会で決定

圃3月14 日脚〔必着〕までに、「国民健康保険について」お持ち

の意見を∠100字詰めの原稿用紙2 ～3 枚にまとめて 、住所・氏

名 一年齢・性別・職業・経歴・電話番号を記入し て、〒2「71－

8588 松戸市役所保険課管理係( ≫366 ―7353) へ

※応募原稿は今後の運営の参考にさせていただきます。また、返

却はいたしませんのでご了承ください。

公
表
し
ま
す

【
住
民

監
査
請

求
】

地
方
自
治
法
第
二
百
四

十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
棊

づ
き
、
平

成

1
4年
1
2月
1
7日
付
け
を
も

っ
て
提

出
さ
れ
た

「
松
戸
市
職
員
措
置
請

求
書
」（
顧
問
弁
護
士
報
酬
支
払

い

差
止
め
及

び
訴
訟
参
加
取
下

げ
に

係
る
措
置
請
求
）
に

つ
い
て
、
同

条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り

監
査

を

実
施
し
た

の
で
、
結

果
の
概
要

を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す

。

平
成
1
5年
１
月
2
9日

松
戸
市
監
査
委
員

同同同

中
西
　
　
務

川
村
　
幸
信

佐
藤
　
恵
子

末
松
　
裕
人

１

請

求

の

要

旨

①

千

葉

地

裁

平

成
1
2
年
（
行

ウ

）
第

9
0号
損

害
賠

償
代

位
請

求
事

件
（
以

下

、
「
当

該

事

件

」
と

い
う

）
に

関

し

、

松

戸

市

長

が
、

そ

の

顧
問

弁

護

士

に

、

受

託

事

件

終
了

時

に

支

払

い
を

予

定
し

て

い

る
委

託
料

の

残
金
に

つ
い
て
、
弁
護
士
法

第
一
。

十
五
条
、
弁
護
士
倫
理

第
二
十
六

条
に
抵
触
し
違
法
性

が
あ
る
。

②
顧

問
弁
護
士

に
係
る
委
託
料
残

金
の
支
払
い
の
差
止
め
を
求
め
る
。

③

当
該
事
件

に

つ
い
て
、
松

戸
市

が
訴
訟
参
加
し
て

い
る
が
、
そ
の

取
下

げ
を
求

め
る
。

２
監
査

の
結
果
（
監
査
委

員
の

判

断

）
ア
、
請
求
の
要
旨

①

②
に
つ
い
て

住
民
訴
訟
に

つ
い
て

は
、
住
民

が
地
方
公
共
団
体
に
代

わ
っ
て
そ

の
損
害
賠
償
請
求

権
を
行

使
す
る

も
の
で
あ

る
と
法

の
定

め
る
と
こ

ろ
で
あ

る
が
、
実
質
的

に
は
住
民

と
地
方
公
共
団
体
は
同

じ
立
場
で

は
な
く
、
訴
訟
技
術
的

に
代

位
請

求
の
形
式
を
と

る
も
の
で
あ
る
。

当
該
事
件
は
、
松
戸
市

が
そ
の
権

限
、
責
任
に

お
い
て
行

っ
た
道
路

の
用
地
買
収
契
約
及

び
代
金

の
支

払

い
が
違
法
と
し

て
提
訴

さ
れ
、

松
戸
市

の
政
策

・
意
思

決
定

の
あ

Ｉ
方

が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

松
戸
市

は
訴
訟
結
果
に
利
害
関
係

が
あ

る
こ
と
か
ら
、
松
戸
市
長
（
個

人
）

に
訴

訟
参
加
で
き

る
と
解
せ

る
。
こ

れ
は
、
量

咼
裁
の
判
例
等

で
明
示

さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
当
該

事
件

が
係
属
し
て

い
る

千
葉

地
裁

も
松

戸
市
の
訴
訟
参
加

を
認

め
て
い
る
。

ま

た
、
松
戸
市
長

（
個
人
）
は

当
該
事
件

に
係
る
自
己
の
訴
訟
費

用
を

個
人

と
し

て
既
に
支
払

っ
て

お
り

、
松

戸
市
が
支
払
う
顧
問
弁

護
士

へ
の
委
託
料
は
松
戸
市

の
訴

訟
参

加
に
係
る
弁
護
士
報
酬
に
限

ら
れ
、
松

戸
市
長

（
個
人
）

の
弁

護
士

報
酬

を
含
ま
な

い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

し

た
が
っ
て
、
松
戸
市
長

（
個

人
）

と
松

戸
市

の
利

害
は
相
反
し

な
い
こ

と
か
ら
、
同
一
人
物

が
双

方

の
弁
護
士

を
務
め
て

い
る
こ
と

を
も

っ
て
、
弁
護
士

法
、
弁
護
士

倫
理

に
抵
触
し

違
法
で
あ
る
こ
と

を
根

拠
に

、
顧
問
弁
護
士
へ

の
委

託
料

残
金

の
支

払

い
の
差
止

め
を

求

め
る
と
の
請
求
人
の
主
張

に
は

い
ず
れ
も
理
由

か
な
ぐ
、
棄
却
す

る
。

イ

、
請
求
の
要
旨

③
に
つ
い

て

松
戸
市

の
訴

訟
参
加
の
取
下
げ

生育状況を見ながら、収穫体験ができます。新鮮なえだ

まめをご家族で、味かってみませんか。

期間種よき（3月下旬）から収穫（ﾜ月中旬）まで　地区

幸田、新松戸、旭町、大橋、横須賀　区画1うね（約猖翫）

予想収穫量10kgf呈度（葉付き） 費用1区画3,000 円

圃3 月20 囗㈲までに、ハガ牛に希望地区・区画数・住所・

氏名（フリガナ）・電話番号を記入し

は
、

地
方
自

治
法
第
二
百

四
十
一
一

条
第

一
項

に
規
定
す

る
財
務
会
計

行
為

に
当

た
ら
な

い
た
め
、
却
下

す

る
。

「
定

期
監
査

」

平

成
1
4年

度
の
定
期
監
査
結
果

の
概
要
を

、
次

の
と
お
り
公

表
し

ま
す

。

平

成
1
5年

３
月
３
日

松
戸
市

監
査
委

員

同同同

中
西
　
　
務

川
村
　
幸
信

佐
藤
　
恵
子

末
松
　
裕
人

○
監
査

の
対
象

＝
市
民
環

境
本

部

・
農
業
委

員
会

事
務
局

Ｏ
監
査
対

象
憙

項
＝

〔
共
通
項
目
〕
予
算

の
執

行
状
況
、

現

金
の
取

扱
状
況
、
補
助
金

・
交

付

金
の
事
務
処
理
状
況
、
契
約
事

務
の
処
理
状
況
、
財
産
の
維
持
管

理
状

況

〔
重
点
項
目
〕
市
民
セ

ン
タ
ー
使
用

料

の
収
納

状
況

（
地
域
振
興
課
）
、

市
民
交
通
傷
害
保
険
事
業

の
執
行

自

転
車
駐

車
場
改
修
工
事

費
の
執

行
（
安
全
課
）
、
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
事
業
関
連

て、干2ﾜ1  -8588 松戸市役所農政課内

松戸市都市農業振興協議会えだまめ係

(容366-ﾜ328) へ

糸案内書を送付します。

※新松戸地区は予定数(80 区画) になり

しだい旭町地区に変更します。

経
費

の
執
行
（
市
民
課
）
、
市
民
セ

ン
タ
ー
使
坩
料
の
収
納
状
況
（
常
盤

平
支
所

、
小

金
支

所
、
小
金
原
支

所
、
六
実
支
所
）
、
防
犯

灯
維
持
管

理
費
補
助
金

の
執

行
（
馬

橋
支
所
、

新
松
戸
支
所

、
矢

切
支
所
、
東
部

支
所
）
、
粗
大
ご
み
再
生
事
業
委
託

料

の
執
行
（
環
境
計
画
課
）
、
オ
イ

ル

フ
ェ
ン
ス
清
掃
業
務

委
託
料

の

執
行
（
環

境
保
全
課
）
、
し
尿

の
収

集
及

び
運
搬
の
業

務
委
託
料

の
執

行
（
環
境
業
務

課
）
、
印

旛
排
水
処

理
施
設
関
連
経
費
の
執
行
状
況
（
環

境

施
設
課
）
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー

内
公
園
等

清
掃
管
理
業
務
委

託
料

の
執
行

（
ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ
士

、

公

園
・
野
球

場
等
清
掃
委
託
料

の

執
行
（
東
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
士

、

運
転
管
理
業
務

瓷
託
料
の
執
行

官

暮

ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
士

、
樹
木
管

理
業

務
委

託
料
の
執
行

（
和
名

ケ

谷

ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
士

、
空
き
店

舗

対
策
事
業

費

（
補

助
金
）
の
執

行
（
商
工
観
光
課
）
、
北
部
市
場
交

通

整
理
委
託

料
の
執
行
（
消
費
生

活
課
）
、
矢
切
排
水
機
場

管
理
委
託

料

の
執
行

（
農
政
課
）
、
農
業
者

年

金

基
金
業

務
手
数
料
の
収
納
状
況

（
農
業
委

員
会

事
務
局
）

○
貶
査

の
期
間

＝
平
成
1
4年
1
0月

市

立
松
戸
高
等
学
校
で
は

、
転

入
生

を
受

け
入
れ

る
た

め
の
試

験

を
行

い
ま
す
。

募
集

人
員
・：
普
通
科
新
二
年
生

一

人
、
新
三

年
生
三
人
、
国

際
人
文

科
暫

二
年

生
一
人

応
募
資
格
・：
保
護
者

の
転
勤
等

に

伴
う

転
居
に
よ
り
、
在
籍

校
に
通

学
で
き
な

い
生
徒

等

受
付
期
間
・：
３
月
1
4日

原
～
2
0日

水

〔
上

・
日
曜
日
を
除
ぐ
〕

試
験
日
・：
３
月
2
4囗
囲

※
必
要
書
類

が
あ
り
ま
す

の
で
。

早
め
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ

い
。

圖
市
立
松
戸
高
等

学
校

昔
3
8
5
・
３

一
打
囗

～
平

成

Ｈ

年
1
2
月

６

日

○
監
査

結
果

＝
監

査

の

結

果

は

、

適
正

に

執

行

さ

れ

て

い

る
も

の
と

認

め

ら

れ

た

。

な

お

、

要

望

事

項

は

次

の

と

お

り

。

○

市

民

交

通

傷

害

保

険

は

、

昭
和

4
2年

に

創

設

以

来

、

市

民

の
協

力

を

得

な

が
ら

市

民

生

活

に
寄

与

し

て

き

た

が
、
保

険

加

入

率

の
向

上

、

給

付

金

の

改

定

等

に

つ

い

て

、

今

後

充

分

検

討

の
う

兄
、
種

々

の

方

策
を

推

進

さ

れ

る
よ

う
要

望
す

る

。

（
安

全

課

）

○

住

民

基

本

台

帳

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク

シ

ス

テ

ム

の
構

築

に
係

る
業

務

委

託

に

お

い
て

、

委

託

業

者

が

シ

ス

テ

ム

の

本

稼

働

囗

ま

で

に
誤

っ

た

デ

ー

タ

の
修

正

を

で
き

な

か

っ

た

こ

と

は

極

め

て

遺

憾

で

あ

る

。

よ

っ

て

、

委

託

業

者

の
責

任

を
明

確

に

す

る

と

と

も

に

、
今

後

は

関

係

課

と

充

分

連

携

を

図

り

、
委

託

業

者

に

対

す

る

監

理

・
指

尋
を

厳
4
7

に
行

わ

れ

る

よ

う

要

望

す

る

。（
市

民

課

）

※

監

査
結

果

の
全

文

に

つ

い
て

は

。

行

政

資

料

セ

ン

タ

ー
で

閲

覧

が

で

き

ま

す

。

圖

監

査

委

貝

爭
務

局
｛
‥一
3
6
6
・
７

３

乳

幼

児

医

療

費

助

成

制

度

が

４

月

か

ら

利

用

し

や

す

い

制

度

に

変

わ

り

ま

す

乳

幼

児

医

療

費

助

成

制

度

は

通

院

（
四

歳

未

満

児

ま

で
）

ま

た

は

入

院

（
小

学

校

未

就

学

児

ま

で

）

し

た

際

の
医

療

費

の

一

部

を
助

成

す

る
制

度

で

す

。

今

ま

で

の

制

度

は
助

成

を
受

け

る

の

に
医

療

機

関

で

一
度

支

払

っ

た

後

、
市

の

窓

口

に

領

収

書

・
必

要

書

類

を
添

え

て

申

請

が
必

要

で
し

た

。

４

月

か

ら

新

た

な

制

度

に
変

わ

り

、

申

請

し

た

人

に

受

給

券

を
発

行

し

、
受

診

の

際
、

医

療

機

関

窓

口

に

保

険

証

と

受

給

券

を

提

示

す

れ

ば
、

一

定

額

を
支

払

っ

だ

け

で

済

む

よ

う

に

な

り

ま

す

。

新

制

度

の

申
請

が
お

済

み

で

な

い
人

は

、
至

急

、

申

請

す

る

よ

う

お

願

い
し

ま

す

。

※
３

月
3
1
日

側

ま

で

の
受

診

分

は

現

行

制
度

が
適

用

さ

れ

ま

す

。

領

収

書

・
必

要

書

類

を

持

参

の

Ｌ

、
申

請

し

て

く

だ

さ

い
。

固

児

童

福

祉

課

給

付

係

登
3
6
6
・
７

障

害

者

雇

用

促

進

奨

励

金

制

度

＝

障

害

者

を

雇

用

す

る

束

業

主

へ

案

内

し

ま

す

市

で

は

、
障

害
者

の

雇

用

の

振

進

と

安

定

の

た

め

、

障
害

者

を
豆

用

す

る
事

業

王

に
対

し

て

、

雇

用

促

進

奨
励

金

を

一
定

の
要

件

で

本

付

し

ま

す

。

○

要

件
・：
①

市
内

の

事

業

所

で

ゑ

る
こ

と

②
（

ロ

ー

ワ

ー

ク

松

戸

心

紹
介

に

よ

り

雇

用

し

て

い
る

こ

貼

③

特
定

求

職

者

雇

用

開

発

助

成

仝

の
受

給

資

格

決

定

を

う

け

て

い

Å

こ

と

○

奨

励

金

額

…

障

害

者

一

人

に

っ

き
各

丹

賃

金

の

三

〇
％

玉

限
一

万

円

）

○

交

付

期

間

よ

雇

い
入

れ

後

一

生

（
重

度

障

害

者

の

場

合

は

一
年

六

ヵ

月

）
経

過

し

た

日

か

ら

一

年

間

。

た

だ

し

、

期

間

中

退

職

し

た

と

包

は

、
そ

の

前

月
（
退

職

し

た

日

が

拭

日
以

降

の

場

合

は

そ

の

月

）

ま

で

○

甲

請

期

間
・：
３

月
1
4
日

金
～

り

日

丱
※
申
丿
附
書

類

は

商
工

観

光

課

（
霤

葉

ガ
ス

Ｆ

第

ニ
ヒ

ル

四

階

）

に

あ

り

ま

す

。

固

商
工

観

光
課

労

政

係

昔
3
6
6・
７

平

成

１５

年

度

固

定

資

産

税

の

縦

覧縦

覧

期

間

４

月

１

日

㈹
～
3
0
日

圉

恚

団
８
時
3
0
分

斜
午
後

５

時

王

・
口

曜

日

、

祝

日

を

除

ぐ

）
　

会

場

固

定

資

産

税

課

（
市

役

所

新

館

二

階

）

※
身

分

証

明

書

（
運

転

免

許

証

・

納

税

通

知

圭
星
寸
）
、
認

印

を
持

参

し

て

く

だ

さ

い
。

※
平

成
1
5
年
度

固

定

資

産

税

・
都

市

計
画

税

の
納

税

通

知

書

は

、

４

月

１

日

㈹
発

送

予

定
で

す

。

な

お

、

固

定

資

産

税

の
課

税

内

容

に

つ

い
て

は
、

納

税

通

知

書

に

つ

づ
ら

れ
て

い

る
固

定

資

産

の
内

訳

で

も

確

認

で

き

ま

す

。

固

固

定

資

産

税

課

管

理

係

公
3
6
6・

第

三

回

江

戸

川

左

岸

圏

域

・

流

域

懇

談

会

の

結

果

公

開

閲

覧

期

間

３
月
1
4
日

幽

ま

で

閲

覧

会

場

市
河

川

清

流

課

（
市

役

所

別
館

三

階

）
　

内

容

江

戸
川

の

千

葉
県

側

に

位

置

す

る

県

管

理

河

川

の
整

備
計

画

（
案

）

固

千

葉

県

都

市

河

川

課

昔
0
4
3・
2
2
3

・
りａ
ｌ
ｒａ
冖０

第

六

回

松

戸

市

高

齢

者

保

健

福

祉

計

画

及

び

松

戸

市

介

護

保

険

事

業

計

画

策

定

委

員

会

３
月
1
7
日

囲

午

後

１

時

か

ら

龠
殲

市

役

所

新

館

七

階

大
会

議

室

傍

聴

定

員
先

着

十

人

※
議

案

等

は
お

問

合
せ

く

だ

さ

い
。

固

高

齢

者

福

祉

課

昔
3
6
6
・
７

３

４

市
立
松
戸
高
等
学
校

へ
の
転
入
学
試
験

えだまめ農園オーナー募集

松戸市国民健康保険運営協議会委員を募集

白井聖地公園行き臨時バス時刻表



情報

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

講
座
・
講
演

■
遊
び
な
が
ら
身
に
つ
く
こ

ど
も
英
会
話
教
室

①

３

月
2
5
日

㈹
②
2
6
日

水
各

午

前
1
0
時

～

い１１
時

会

場

常

盤

平

児

童

福

祉

館

講

師

ニ

ッ

ク

ー
ジ

ー

氏
　

対

象

①

五

歳

～

小

学

三

年

生

②
小

学

四

～

六
年

生
　

定

員

各
先

着
三

卜

人

蓄
ｍ

Ｗ

料

圃
午

後

１

時

か

ら

、
電

話

で
常

盤

平

児

童

福

祉

館

登
3
8
7・
3
3
2
0

へ

（
月

曜

休

館

）

【
】
詩

吟

を

始

め

た

い

人

向

け

の

「

基

本

講

習

会

」

①
３
月
1
5日

出
・
2
9日

出
、
４

月
1
2日

出
午
前
1
0時
～
正

午

②
４

月

６
日

㈲
・
2
0日

㈲
、
５
月
４
日

肺
午
後
２
時
～

４
時

会
場
①

萪

松

戸
市
民
セ
ン
タ
ー
②
馬

橋
市
民

セ
ン
タ
ー
　

内
宦

詈

？

和
歌

・

俳
句
を
美
し

い
節
調
で
吟
詠
す

る

基
本

的
な
講
習
会
　

啓
兩

二
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

圖
吟
亮

流
馬

橋
詩
吟

サ
ー
ク
ル

・

坂
井

昔
3
4
5
・
3
7
2
9

■
春
休
み
天
文
教
室
「
望
遠

鏡
に
さ
わ
っ
て
み
よ
う
」

３

月
2
8
囗

窗
午

後

２

時

～

３

時

3
0分

会
場

市
民

会

館

プ
ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム
室

と

屋

上
　

内

容
望

遠

鏡

の
仕

組

み

や

使

い
方

を

、

初

心

者

向

け

に

や

さ

し

く

解

説
　

定

員

先

着

八

十

人
　

春
用

無
料

圃

電

話

で
市

民

会

館

プ

ラ
ネ

タ
リ

ウ

ム
室

登
3
6
8・
1
2
3
7

へ

［
］
子

ど

も

の

た

め

の

オ

イ

リ

ュ

ト

ミ

ー

親

子

体

験

講

座

３
月
1
6日

㈲
午
後
１
時
～
３
時

会
場

南
花
島
会
館

工

本
郷
駅
下

車
徒
歩
五
分

）
　

内
容
音
楽
を
身

体

の
動

き
で
表
現
す

る
　
対
象
三

歳

（
新

年

少
児

）
以
上
の
親
子

眥

朋

十
五
百
円

圖
チ
ト

の
会

・
田
村

昔
3
4
6
・
３
４

［
］
新

春

陶

芸

一

日

教

室

３
月

７
日

圏

①

午

前

９

時
3
0
分

～

１１‥一
時
3
0
分

②

午

後

Ｏ

時
1
5
分

～

２

時
1
5
分

③

午

後

３
時

～

５

時

会

場

陶

松

（
市

立
松

戸

病

院

裏

）

内

容

陶

土

一

ご
で

紊

和

み

や
茶

碗

な

ど

を

製

作
　

定

員

各

十

二

人

善
乕

五

百

円

（
陶

土

・
焼

代

別

）

固

陶
松

登
窯

之

会

・
小

堀

登
3
6
8・

【
】
商

店

街

向

け

講

習

会

３
月
ｐ
一
日

湘
午
後
７
時
～

９
時

会

場
松
戸
商
工

会
議
所
　

テ
ー
マ

商

店
街

活
性
化
の
ヒ

ン
ト
　

講
師

足

立
区
東
和

銀
座
商
店
街
振

興
組

合
理
事

長

・
田
中
武
夫
氏
　

費
用

無
料
圃
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
松
戸

商
工
会

議
所
商
業
課

昔
3
6
4
・
3
1

1
1

隰
3
6
5
・
０
１
冖ａ
Ｏ
へ

［

］
家

庭

教

育

勉

強

会

３
月
1
3日

啝
午
前
1
0時
土

止
午

会
場

市
民
会
館

内

容
子

ど
も
の

や
る
気

を
育

て
る
　

費
用
無
料

圖
家

庭
教
育
研
究
会

・
加

藤

登
3
6
7

・
1
1
3
7

［

］
初

心

者

の

屋

外

ス

ケ

ッ

チ

入

門

講

座

３

月
2
0
日

～

４

月
1
7
日

の

毎

週

木

曜

日

〔
全

五

回

〕

午

前

９

時
3
0

分

～

正

午
　

侖
殲

甫

内

屋

外

（
初

日

の
み

市

民

劇

場

）
　

苣

塵
（

千

円

（
テ

キ

ス

ト

代

を
含

む
）

匣

３
月
1
0
日

丱

ま

で

に

、

電

話

で

淡

彩

画

会

ホ

ワ
イ

ト

マ

ッ

ト

・
菊

地

音
3
8
4・
0
7
3
9

へ

（
午

後

５

時

～

９

時

）

【

】
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

オ

カ

リ

ナ

の

風

に

乗

っ

て

」

３

月
1
6
日

㈲
午

後

２

時

～

３

時

3
0分
　

龠
場

サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー

ム

三

階

（
八

柱

駅

下

車

徒
歩

二

分

）

講
師

多

田

芳

彦

氏
　

蓄
爾

班

料

胆

金

本

（
サ

ン

ヨ

ー

ホ

ー

ム
内

）

昔
3
8
6
・

Ｏ

Ｑ乙
り乙・
Ｉ

講 座 名 日　時 内　　容 定 員 費　用

パソ コ ン の 基

本:操作 を 学 ぶ

3/13 ≪ ・20 團 〔全2

回 〕午 前10 時30 分 ～

正 午

超 初 心 者 向 き の パ ソ

コン 基 本 漲 作
先着8人

1,200 円( テ キ

ス ト 代を 含 む)

パソ コ ン で 遊

まう

3/25M 午 前10 時30

分 ～ 正 午

親 子 （小 学4 ～6 年 生 ）

で可 愛 い オリ ジ ナル の

名 前 シ ール を つく る

先着8組 無料

メ ー ル を は じ

め よ う

3/26(tK) 午 前10 時30

分 ～ 正 午

メ ー ル の 送 受 信 等 の

基 本 を 学 ぶ
先着8人

500 円( テキ ス

ト 代 を 含 む)

ホ ー ム ペ ー ジ

を 見 よ う

3/28 窗 午 前10 時30

分 ～ 正 午

見 た い ホ ー ム ペ ー ジ

の 検 索 の 方 法
先着8人

500 円( テ 牛 ス

ト 代 を 含 む)

会
場

文
化

ホ
ー
ル

ー
Ｔ
講
座
室

（
松
戸

ビ
ル

ヂ
ン

グ
四

階
）
　

持

ち
物
筆
記
用
具

圃
午
前
９

時
か
ら
、
電
話
で
松
戸

Ｉ
Ｔ

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会

昔
3
6
7
・

8
8
8
9

へ

ス
ポ
ー
ツ

「

」
シ

ル

バ

ー

の

た

め

の

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

４

月

～
1
1
1
1

月

の
毎

週

水

曜

日

ま

た

は
金

曜

日

（
８
月

を

除

ぐ

）

午

前

９

時
～

午
後

３

時

の
間

の
二

時

間

会

場
松

戸

テ
ニ

ス
倶

楽

部
（
金

ケ
作

三

五

四

）
　

対

象

五

十

五

歳

以

上

の
女

性

お

よ

び

六

十

歳

以

上

の
男

性

定

員

四

十

人
　

春
用

一

万

八

千

円

（
保

険

料

を

含

む

）

※

一

ク

ラ

ス

十
二

人

程

度

の

少

人

数

制

圃

直

接

、
松
戸

テ

ニ

ス
倶

楽
部
（

登

3
8
5
・
6
1
0
0

）
　へ

［

］
フ

囗

Ｉ

レ

ー
ジ

ュ

ニ

ア

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

４

月

～

Ｈ

月

の
毎

週

日

曜

日

午

前

８

時

～
1
0
時

会

場

金

ケ

作

公

園
庭

球

場

対

象

小

学

三

～

六

年

生
　

呰
乕

一
万

六
千

円

（
少

年

団

登
録

料

、
テ

ニ

ス

保

険

料

を

含

む

）

圃
３

月
1
5
日

由
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・
生

年

月

日

・
新

学

年

・
学

校

名

・
電

話

番

号

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
0
－
2
2
6

1
松

戸
市

常

盤

平

一

の
二

六

の

一

の

六

．
０
　

フ

ロ

ー
レ

へ

ン
ユ

ニ

ア

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ
少

年

団

・
谷

貞

次

（

昔
副
3
8
5・
9
3
4
2

）

へ

健
　
康

［

］
愛

の

献

血

松

戸

ラ

イ

オ
ン

ズ

ク

ラ

ブ

３

月
1
3
日

困

午
前
1
0
時
～

午

後

４

時

会

場

伊

勢

丹

松

戸

店

前

松

戸

東

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ
ブ

３

月
1
6
日

㈲

午
前
1
0
時
～

午

後

４

時

会

場

ダ
イ

エ

ー
新

松

戸

店

前松
戸

ユ

ー
カ
リ
ラ

イ
オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ

３

月
2
9
日

出

午
前
1
0
時
～
1
1
1
1

一
時

4
5分

、
午

後

１

時
～

４
時

会

場

ダ
イ

エ

ー
新

松

戸

店

前

圈

保

健

福

祉

課

昔
3
6
6・
7
4
8
7

■
青
少
年
会
館
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
操
作
講
習
会

３
月

９

日

㈲
午

前
1
0
時

～

正

午

会

場
青

少

年

会
館

樋

野

口
分

館

対

象

十

六

歳

以

上

の
人
　

持

ち

物

運

動

着

・
上

履

き
　

春
邑

寰

料

圃
当

日

会
場

で
　

．

圜

青

少

年

会

館

登
3
4
4・
8
5
5
6

■
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

４

月
1
2
日

田

・
1
9
日

出

・
2
6
日

叫

５

月
1
0
口

出

・
1
7
日

出

〔
全

五

回
〕

午

前
1
1
1
1

時

～

午

後

１

時

会

場
小

金

原

体

育

館
　

対
象
小

学

生

以

上
　

定

員

先

着

三

十

人
　

持

ち

物
運

動

着

・
上

履

き
　

費

用

咼

校

生

以

上

一

回

二

百

卜

円

、

中

学

生

以

下

・
回

五

十

二

円

（
施

設

使

用

料

）

圉
直

接

ま

た

は
電

話

で

ス

ポ

ー

ツ

課

昔
3
6
3・
9
2
4
1

へ

■
初
心
者
弓
道
教
室

４

月

１９一
日

市

・
1
9
口

出

・
2
6
日

田

・
2
9
日

㈲

、

５

月
1
0
日

出

・

い
1
1
1
1

一

日

㈲

・
1
7
日

出

・
1
8
日

襾

・
2
4
日

出

・
3
1
日

出

〔
全

十

回

〕

午

後

１

時

～

３

時

龠
場

松

戸

運

動

公

園

弓

道

場
　

対

象

六

十

歳

ま

で

の

成

人
　

定

員

先

着

二

十
人
　

春
用

一

回

二

百

卜

円

（
施

設

使

用

料

）

匣
直

接

ま
た

は
電

話

で

ス

ポ

ー

ツ

課

昔
3
6
3・
9
2
4
1

へ

「

」
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

３

月
1
5
日

出
午

前
1
0
時
～

午

後

３

時

会

場

健
康

福

祉

会

館

（
ふ

れ

あ

い
2
2
）
　

内

容
松

戸

市

精

神

障

害

者

家

族

会

土

曜

会

会

員

に

よ

る

相

談
（
秘

密

厳

守

）
　

対

象
「
こ

こ

ろ

の

病

」

の
人

を
抱

え

る

家

族

曹
用

無

料

奈
同

日

・
同

時

間

に

電

話

で

の
相

談

を

受

け

付

け

（
相

談
室

直
通

容
3
8
3・
５

５

５

上

固

ビ

オ

ラ
エ

房
a
3
3
1・
6
0
1
8

「

」
松

戸

市

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

①
４

月

～
1
1
1
1

月

の

毎

週

日

曜

日

（

８

月

を

除

く

）

午

前

８

時

～
1
0

時

②
４

月

～

平

成
1
6
年

３

月

の
毎

週

日

曜

日

午

前

９

時

～

Ｈ

時
　

会

場

①
金

ケ

作
公

園

庭

球
場

②

栗

ケ

沢

公

園

庭

球

場
　

対

乖

小

学

一
～

六

年

生
　

費

用

①
一
万

二

千

円

②

一
万

六

千

円

（
入

会

金

、

保

険

料

を

含

む

）

圃

３
月
1
5
日

出
〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

俣
（

ガ

キ

に

住
所

・
氏

名

・
学

校

名

・

学
年

・
電

話
番

号

・
返

信

用

あ
て

名

を
記

人

し

て

、

①

干
2
7
0

1
2
2
1
7

松

戸

市

五

香

西

四

の

匸

一
の

Ｉ
〇

猪

野
之

男

〔

容
3
8
8

・
0
2
6
7

（
夜

間

の

み

）
〕
②

エ

2
7
1
－
0
0
6
4

松

戸

市

上

本

郷
二

七

九

八
　

長

岡

美

穂

〔｛
‥一
3
6
4
・
8

5
4
3

（
夜

間

の

み

）
〕

へ

【

】
山

ス

キ

ー

教

室

３
月
2
9
日

出

午

後

８

時

伊

勢

丹

松

戸

店

前

集

合

、
3
0
日

⑧
午

後

８

時

帰

着

予

定
　

行

き

先

備
島

県

安

達

太

良

山

対
象

咼
校

生
以

上

定

員

二
十
人
　

費

用

一
万

二

千

円

（
交

通

費

、

宿

泊

費

、

ロ

ー

プ

ウ

ェ

ー
代

、

保

険

料

）

圖

松

戸

市

山

岳

協

会

・
高

橋

讐
3
6
2

・
1
8
0
0

（
日

曜

・
祝

日

を
除

く

午

前

９

時

～

午

後

６

時

）

「

」
薬

物

・

酒

害

問

題

研

修

会

３

月
2
0
日

米
午

後

２

時

～

４

時

会

場

東

葛

飾

合

同

堡

塁
（

階

第

一

会

議

室

（
市

役

所

前

）
　

令
体

テ

ー

マ

依

存

症

の
回

復

と

自

助

グ
ル

ー

プ
　

内

容

・
讖
師

①

講

義

「
依

存

症

と

は
」

＝
手

賀

沼

病

院

長

・

小

池

健

氏

②
講

演
「

タ

ル

ク
と

私

」

＝
鹿

島

タ
ル

ク
施

設

長

・
山

杢

晋

代

彦

氏

③

講

演

「
断

酒

会

と

私

」

＝
松

戸

断

酒

新

生

会

長

・
広

橋

育

治

氏

定

員

当

日

先

着

百

人
　

費

用

無

料

圈
松

戸

保

健
所

精

神

保

健

福

祉

課

登
3
6
1・

り乙
１

０乙
１

［

］
五

十

五

歳

か

ら

の

健

康

作

り

体

操

と

話

３
月
1
2
日

水

・
1
9
日

水

・
2
6
日

伽
午

前
1
0
時

～
1
1
1
1
1
1

時
3
0
分
　

会

場

馬

銜
市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

ウ
ォ

ー

キ

ン

グ
で

有

酸

素

運

動

、

筋

力

強

化

で

転

倒

予

防

、

姿

勢

改

善

、

柔

軟

体

操
　

対

象

お

お

む

ね

五

十

五

～

六

十

五

歳

く

ら

い
の

人

定

員

各

先

着

十

人
　

費

用

一

回

五

百

円圃
電

話

で

健

康

作

り

体

操

・
金

子

昔
3
4
5・
6
1
3
7

へ

【

】
気

功

と

太

極

拳

無

料

講

習

会

①

３

月
1
0
日

丱

・
1
7
日

丱
午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
1
5
分

②
３

月

Ｈ

日

㈹

・
1
8
日

㈹

午

後

３

時

～

５

時

③

３

月

Ｈ

日

吻

・
2
1
日

㈲
午

後

２

時

～

４

時

会

場

①

⑤
常
盤

平

市

民

セ

ン

タ
エ

子

小
金

原

体

育

館

内

宦

巾
呼

吸
法

と

気

功

体

操

②

⑤

や

さ

し

い
太

極

拳
　

対

象

初

心

者

定

員

各
先

着
卜

五

人

圃

電

話

で

健

気

会

・
秋
山

昔
3
8
9・

8
9
1
9

へ

［

］
松

戸

ユ

ー

カ

リ

ジ

ュ

ニ

ア

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

４

月

～

平

成
1
6
年

３

月

ま

で

の

毎

週

土

曜

日

①

午

後

１
時
3
0
分

～

３

時

②

午

後

３

時
～

４

時
3
0
分

■
風
し
ん
予
防
接
種

対

象

者

昭

和
5
4
年

４

月

２

日

か

ら

昭
和
6
3
年

４

月

１

日

ま

で

の
生

ま

れ

で

、
以

前

に

風

し

ん

ま

た

は

Ｍ

Ｍ

Ｒ

（
麻

し

ん

・
風

し

ん

・

お

た

ふ

く

か

ぜ
混

合

）

の
予

防

接
種

を
受

け

て

な

い
人

受

け

方

定
期

接

種

と

し

て

生

涯

で

一
回

接
種

実

施

期

間

平

成

1
5年

９
月
3
0
日

㈹

ま

で
　

費
用

無

料
圃

直

接

中

央

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

・
各

支
所

の

市

民

健

康

相

談

室

で

申

し

込

む

か

、

下

記
（

ガ

キ

記

入

要

領

を

参

照

し

て

申

し

会

場
栗

ケ

沢
公

園

庭

球

場

対

象

小

学
三

～

六

年

生
　

費

用

拜

二

千

円

（
別

途

保

険

料

五

百

円

）

圃

４

月

５

日

出

・
1
2
日

出
午

後

１

時

～

１

時
3
0
分

の
問

、

栗

ケ

沢
公

園

庭

球

場
1
0
番

コ

ー
ト

で

説

明

会

お

よ

び

入
団

受

け

付

け

〔
雨

天

実

施
〕
固

小

川

公
3
4
5

・
ｎ
り
１

４
・
にａ

［
］
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

教　室　名 日　時 会　場 問い合わせ

グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 、 フ

ァ ミ リ ー バ ド ミ ン ト ン 、

ソ フ ト バ レ ー ボ ール 教 室

3/8 出 午 前

9 時 ～ 正 午

八 ヶ 幃 第 二

小 学 校

体 育 指 導 委 員 ・ 泉

25343-99ﾜ9

グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 教 室
3/16 ⑧ 午 前

9 時 ～ 正 午

新 松 戸 北 小

学 校 体 育 指 導 委 員 ・ 加

藤O343-9830フ ァ ミ リ ーバ ド ミ ン ト ン 、

ソ フ ト バ レ ー ボ ール 教 室

3/16(1日)午 前

9時～正午

新 松 戸 西 小

学 校 体 育 館

費用いずれも100 円（保険料）

圃当日会場で

込
ん
で
く
だ

さ
い
（
後
口
予
診

票
を
送
付
）
。

圖
保

健
福
祉
課
予
防
衛
生
係

昔

3
6
6
・
7
4
8
4

［
］
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
平

日

の

水

曜

日

を

除

ぐ

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時

）



催
 
し
 
物

■
朗
読
を
き
く
か
い

３

月
1
2
日

水

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

時

3
0分

会
場

健
康

福

祉

会

館

（
ふ

れ
あ

い
2
2
）
　

内

容

松

戸

朗

読

奉

仕

会

会

員

に

よ

る

朗

読

「
十

五

歳

の
桃

源

郷
」

多

田

智

満

子

（
ち

ま

こ

）

著

ほ

か

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ

て

い

る
人

お

よ

び
そ

れ
に

淮
す

る
人

（
付

き

添

い

の
人

と

一

緒

の
参

加

も
可

）
　

杤
乕

無

料

圈

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ
１

登
3
8
3・
7
1
1
1

岡
纐
一
・

■
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

３
月

８
日

出

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

健

康

福

祉
会

館

余

れ

あ

い

2
2」
　

内

容

リ
（

ビ

リ

を

兼

ね

て

室

内

で

行

う

カ

ー

リ

ン

グ
に

似

た

レ

ク

リ

エ

ー

シ
ョ

ン
　

対

象

障
害

者

手

帳

を

持

っ
て

い
る

人

お

よ

び

そ

れ

に

準

ず

る

人
　

茖
用

無

料

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
に

氏

名

・
電

話

（
フ

ァ

ク

ス

）

番

号

を

記

入

し

て

、

健

康

福

祉

会

館

障

害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

公
3
8
3・
7
1
1
1

副
3
8
3・
7
8
1
0

へ

鎌
ケ
谷
市

［
］
チ

ャ

リ

テ

ィ

バ

ザ

ー

ル

３

月
2
1
日

㈲

午
前
1
0
時

～

午

後

２

時
　

会
場

口

本
（

ム

フ

ァ

イ

タ

ー

ズ

タ

ウ

ン
鎌

ケ
谷

固

鎌

ケ

谷
市

商

店

会

連

合

会

事

務

局

合
0
4
7・

鵬

・
5
5
6
5

［
］
イ

ー

ス

タ

ン

教

育

リ

ー

グ

（
日

本

ハ

ム

）

日

程

・
対

戦

相

手
３

月

９
日

㈲

＝
巨

人

、
一
１１一一
日

火

＝
ヤ

ク

ル

ト

、

1
5日

出

＝
巨

人

、
1
6日

⑥

＝
西

武

、

1
8日

㈹

＝

ロ

ッ

テ

、
2
1
日

撮

＝

口

［

］
朝

倉

ま

み

と

手

話

の

世

界

３
月
2
8日

蚩
午
後
６
時
開
演

会
場

ア
ミ
ュ

ゼ
柏

内
容
コ
ン
サ

ー
ト

、
手

話

ダ
ン
ス
ほ

か
　

春
用

二
千
円

（
要

予
約
）

圃
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
に
氏
名

・
電
話

（
フ
ァ
ク
ス
）
番
号
を
記

入
し

て
、
千
葉
県
中
途
失
聴
者
難

聴
者
協

会
東
葛

北
支
部
事
務
局

・

田
仲

雲
脚
0
4・
７
１
８
３

・
6
6

7
5

へ

「

」
松

戸

水

彩

会

展

３

月
一
１１一
日

㈹

～
1
6
日

㈲
午

前
1
0

時
～

午

後

６

時

（
初

日

は
午

後

１

時

か

ら

、

最

終

日

は

午

後

４

時

ま

で

）
　
　
龠
逎

爻

化

ホ

ー

ル
　

曹
用

無

料

固

松

戸

水

彩

会

・

野
口

登
3
6
3・
２

［

］
人

形

劇

ね

ず

み

の

す

も

う

と

腹

話

術

ハ

ロ

ー

！
・
カ

ン

ク

ロ

１３

月
2
1
日

㈲

午

前
一
1
1
1
1

時

～
正

午

会

場

聖

ミ

カ

エ

ル

幼

稚

園
　

内

容

日

本

の
民

話

を

も
と

に

し

た

楽

し

い
人

形

劇

と

カ

ン

ク

ロ

ー

の
腹

話

術

費

用

親

子

券
千

五

百

円

三

歳

以

上

）
　
・
大

人
千

円

・
小

学

生

以

下

七

百

円

固

松

戸
子

ど

も

劇

場

・
青

木
a
3
8
6

・
ｑ
″１
ｒａ
ｔ
唾

［

］
日

暮

里

～

谷

中

史

跡

巡

り

３

月

９

日

収

〔
雨

天

の

場

合

は

３

月
2
3
日

㈲
〕

午

後

１

時
3
0
分

地

下

鉄

千

代

田

線

西

日

暮

里

駅

後

方

三

河

島

方

面

出

口

集

合

（
午

後

４

時

解

散

）
　

コ

ー

ス

道

灌

山

遺

跡

～

馬

琴

筆

塚

～

諏

訪

神

仕
～

延

命

院

大

椎

・
貝

塚

～

岡

倉

天

心

記

念

堂

～

笠

森

お
せ

ん

碑

～

千

駄

木

駅

約

二

い

を

徒

歩

で
　

蓄
乕

三

百

円

圃

当

日

乗

合
場

所

で

固

松

戸

史

談

会

・
末

満

昔
3
6
1・
0

0
6
4

（
夜

間

の

み

）

［

］
カ

ン

ツ

ォ

ー

ネ

を

「

歌

う

会

」
　
一

日

体

験

３

月
1
6
日

㈲
午

後

３

時
1
5
分

～

４

時
4
5
分
　

会

場

サ

ロ

ン
ひ

ぐ

ら

し

（
八

柱

駅

下

車

徒

歩

六

分

）

内

容

「

砂

に

消

え

た

涙

」

の
歌

指

導

ほ

か
　

費

用

千
円

固

ひ
ぐ

ら
し

の
会

・
荒

井

登
3
8
9・

ツ

テ

、
2
2
日

出

＝
ヤ

ク

ル

ト

、
2
6

日

水

＝
西

武

試

合

開

始
時

間

午

後

Ｏ

時
3
0
分

会

場

日

本
（

ム

フ

ァ
イ

タ

ー

ズ

タ

ウ

ン

鎌

ケ
谷
　

費

用

入

場

無

料

圖

日

本
（

ム

フ
ァ

イ

タ

ー

ズ

タ

ウ

ン
鎌

ケ
谷

容
0
4
7・

拑

・
5
5
8
6

野
田
市

「
」
ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

フ

ェ

ス

タ

３

月
!
6
日

⑧
午

後

１

時
3
0
分

開

演

会
場

野
田

市

文
化

会

館

出

’

演

野

田

市

内

の
小

中

学

校

ほ

か

に

よ

る

吹
奏

楽

杤
ｍ

大
人

七
百

円

、

高

校

生

以

下

三

百

円

（
前

売
口

券

は

、
各

二

百

円

引

き

）

圖

野

田

市

文

化

会

館

昔
0
4
・
７

１

２

４

・
１

５

５
ｒａ

［

］
江

戸

城

跡

歴

史

と

花

め

ぐ

り

３

月
1
6
日

㈲

午

前

９

時

地

下

鉄

東
西

線
竹

橋

駅

Ｉ
Ａ

出

口
集

合
〔
雨

天

決

行

〕
（
正

午

解

散

予

足
）
　

内

窒

果
御
苑

の
江

戸

城
跡

を

た

ど
り

、

森

杯
イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー
に

よ

る

歴

史

と

植

物

観

察

と

解

説

定

員

先

着

三

十

人
　

費

用

六

百

円

（
小

学

生

以

下

無

料

）

圃

電

話

で

山
遊

塾

・
永

田

昔
0
9
0・

８

８

０

３

・
8
3
4
6

へ

【

】
松

戸

ダ

ン

ス

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

「

春

の

祭

典

」

４

月
1
2
日

出

午

後

６

時
1
0
分

～

９

時

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

内
藤

博

文

・
松

田

佐

和

子

組

の

プ

ロ

に

よ

る

模

範

演

技

な

ど
　

費

用

千

円

固

松

戸

市

社

交

ダ

ン

ス

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

友

の

会

・
大

井

昔
3
6
2・
８

［
］
関

東

合

唱

祭

３
月
1
6
日

㈲

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後

５

時

会

場

森

の

ホ

ー

ル
9
1］

内

容

関

東

六

県

、

山
梨

・
静

岡

・

新

潟

の
各

県

代

表

二

十

三

団

体

に

よ

る
合

唱

祭
　

蓄
爾

熹

料

固

松

戸

市

合

唱

連

盟

・
加

滕

一`
3
8
4

・

β
0
0
7
Q
″

［
］
チ

ャ

ー

ミ

ー

ク

ラ

ブ

記

念

パ

ー

テ

ィ

ー

３
月
2
3
日

襾

午

前
1
1
1
1

一
時

～

午

後

４

時
3
0
分

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1

内

容

秡

父
ダ

ン

ス

ー
ワ

ン

ポ
イ

ン

ト

レ

ッ

ス

ン

・
抽

選

会
　

費

用

千

円

（
軽
食

付

き

）

固

チ

ャ

ー
ミ

ー

ク

ラ

ブ

・
長

峰

公

3
6
5
・
8
4
9
0

（
夜

間

の

み

）

［

］
ボ

タ

ニ

カ

ル

ア

ー

ト
「

は

な

と

み

」

作

品

展

３
月
1
8
日

㈹

～
2
3
日

㈲
午

前
1
0

時

～

午

後

６

時

（
初

日

は

午

後

１

時

か

ら

、
最

終

日

は

午

後

４

時
3
0

分

ま

で

）
　

会

場

文
化

ホ

ー

ル

費
用

無

料

厖

は

な
と

み

・
中

林

昔
譛

・
１

３

［

］
ガ

レ

ー

ジ

セ

ー

ル

３
月
1
6
日

㈲

午

前

‥１１一
時

～

午

後

２

時

龠
頂

尺

ヶ

崎
公

園

圜

小

規
模

作

業
所

ネ

オ

ー
キ

ラ

ク

登
3
4
4・
冖ｎ
）０
び０
び１

［

］
借

地

借

家

の

無

料

相

談

３

月
1
1
日

㈹

午

後

１

時

～

４

時

会

梛

勁
労

会
館

※

契

約

書

等

が

あ

れ

ば
ご

持

参

を

圖

松

戸

借
地

借

家
人

組

合

・
外

谷

容
3
4
5・
3
5
4
8

［

］
謡

曲

・

仕

舞

初

心

者

一

日

体

験

入

門

３

月
1
5
日

出

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

矢

切
公

民

館
　

内

容
日

本

伝

統

芸

能

「
能

」

の
歌

謡

・
囃

子

・

舞

の

体

験
　

費

用

無

料

圃
電

話
で

松

戸

謡

曲

連

盟

・
宅

島

昔
3
6
7・
4
5
5
0

へ
（
夜

間

の
み

）

■
再
生
自
転
車
を
販
売

３
月

８

日

出

～
1
0
日

囲

午

前
1
0

時
～

午

後

３

時
　

龠
場

生

き

が

い

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

販

売

台

数

四

十

台

（
売

り

切

れ

次

第

終

了

）
　

価

格
五

千

～

九
千

円
（
消

費

税

込

み

、

防

犯

登

録

付

き

）
　

交

通
五

香
駅

東
口

か

ら
新

京

成

バ

ス
乗

車

、
「
新

栄
町

入

口

」
下

車

靉

他
松

戸

市

シ

ル

バ

ー
人

材

セ

ン

（々
１

昔
3
8
4・
３

１
ｎ
ぴ
Ｉ

■
訪
問
調
査
員
（
非
常
勤
）

を
募
集
業

務

内

容

介

護

保

険

認

定

に
伴

う

訪

問

調

査

な
ど
　

応

募

資

格
二

十

五

歳

以

上

六

十

五

歳

以

下

で

、

保

健

師

・
看

護

師

の
有

資

格

者

で

実

務

経

験

三

年

以

上

の
人
　

募

集

定

員

若
丁

名

※
市

内
の

医

療

機

関

等

に

勤

務

し

て

い
る
人

は

ご

籏

原
ぐ

だ

さ

い
。

圜
介

護

支

援

課

登
3
6
6・
7
3
4
3

講　座　名 日　時 講　師 定員 費用

園 芸 教 室

「 舂 だ ！ 寄 せ 植 え に チ

ャ レ ン ジ 凵 」

3/30 ⑧

午 後1 時30 分 ～

3時30 分

みど り の 相 談 員

・丸 尾 三 恵 子 氏
先着30人

2,000 円( 鉢

持 参 の 場 合

は1,500 円)

自 然 観 察 会

｢ 草 木 の 芽 吹 き の 観 察

会｣

4/13(1日)

午前10 時 ～正 午

千 葉 県 自 然 観 察

指 導 員 ・高 野 史

郎 氏

先着30人 無料

圃電話でパークセンターS345-8900 へ（午前9時～午後ら時）

■
松
戸
市
退
職
金
共
済
掛
金

助
成
制
度

市

で

は

、

中

小

企

業

退

職

金

共

済

、

特

定

退

職

金

共

済

に

加

入

し

て

い
る

事

業

主

に

対

し

、
共

済

掛

金

の

一

部

を

助

成

し

て

い
ま

す

。

助

成

申

｀
嬰

付

期

限

３

月
3
1
日

囲

ま

で

※
助

成

の

条

件

等

、

制

度

の
詳

細

は

、
お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

圖
商

工

観

光
課

労

政

係

容
3
6
6・
７

■
手
話
通
訳
者
を
募
集

対

象

①
手

話

通

訳

士

の

有

資

格

者

②

千

葉
県

手

話

通

訳

者

認

定

試

験

合

格

者

③
松

戸
市

手

話

通

訳

者

養

成

講

座

修

了

者

①
手

話

活

動

の

経

験

が
お

お
む

ね
三

年
以

上

あ

る

人
　

選

考

方

法
面

接
　

提

出

貴

類

履

歴

書

（
写

具
て

ん
付

、
手

話

活

動

内
容

等

を
記

入

）
、
小

論

文
（
手

話

通

訳

者

に

関

す

る

こ

と

な

ど

）

対象市内在住の60歳以

上の人　費用無料（材料

費等実費）

募

集

人

員

若
干

名
　

採
用

予

定
日

４

月

１

日

を
選

考

日

・
会

場

に

つ

い
て

は
。

後
1
1 .
、

文

書

で

通

知

し

ま

す

。

圃

３

月
1
3
囗

困

ま

で

に

、
直

接

ま

た

は

郵

送

で

、

千
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸

市
役

所

障

害

福

祉

課

（

登
3
6
6

・
7
3
4
8

）
　へ

■
市
立
保
育
所
非
常
勤
保
育

従
事
職
員
登
録
者
を
募
集

非

常

勤

保

育

従

事

職

員

と

し

て

登

録

し

、
市

内

公

立
保

育

所

で
必

要

が
生

じ

た
場

合

に

連
絡

し
ま

す

。

勤

務

時
間

月
了

金

曜

日

午

前

８

時

～

９

時

と

午

後

４

時

～

６

時

、

土

曜

日

午

前

８

時
～

９

時

と
正

午

～

午

後

３

時
　

募

集
人

員

若
干

名

奈
勤

務

時
間

の
延

長

あ
り

崑

保

育

課

登
3
6
6・

７

３

ｒ
Ｄ

Ｉ

〔申し込み方法〕

矢切…３月12 囗團〔消印

有効〕までに 、往復ハガ

半に希望クラブ名・住所

・氏名・生年月日・電話

番号を記入し 、〒271-

009 ∠1松戸市上矢切299 の

１　矢切老人福祉センタ

― (S368  ―1508) へ( 抽

選)

野菊野…電話で野菊野敬

老ホーム・埋]藤≪364-

0123 へ｢ 先着｣穡)

［

］
「

花

桃

ま

つ

り

」

の

掛

あ

ん

ど

ん

作

品

を

募

集

坂

川

の

川

べ
り

に

掛

あ

ん

ど

ん

（
紙

に

絵

・
川

柳

・

俳

句

等

を

書

い

た

も

の

）

を

飾

り

ま

す

。

そ

の

あ

ん

ど

ん

に

皆

さ

ん

の
作

品

を
張

り

ま

す

。

な

お

、
当

館

で

材

料

の

里

忌
を

し

ま

す

。

展
示

日

時

４

月
1
3
日

収
午

前
1
0

時

～

午

後

８

時

展
示

場
所

け

や

き

通

り

橋

坂

川

付

近

（
新

松

戸

）

作

成

期
限

３

月
2
0
囗

困
ま

で

剴

纈

新

松

戸

郷

土
資

料

館

昔

吸
3
4
4

・
1
9
0
9

（
午

前
1
0
時

～

午
後

４

時

、

月

・
火

曜

日

休

館

）

［

］
夫

・

恋

人

か

ら

の

暴

力

に

つ

い

て

の

電

話

相

談

毎

週

火

曜

日

正

午

～

午

後

４

時

皿
累
用
無

料

※
秘

密

は

厳

守

し

ま

す

。

相

談

罹

詁
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン

「
カ

ナ

リ

ヤ

」

容
3
6
3・
0
5
0
5

稔台…電話で稔台市民 セ

ンター≫367-642( ⊃へ(先

着順)

小金原…3月６日困～12 日

衝午前10 時～午後5 時の

團に 、直接小金原老人福

祉センター受付窓口（a

34∠1―82ﾜO ）へ（抽選）

会場 クラブ名 活動日 時　圜 募集人員

矢

切

書道(1) 第1・3木曜日 午前10 時～正午 ﾜ人

書道(2) 第卜3 火曜日 午前10 時～正午 ﾜ人

新舞踊 第2・4火曜日 午前10 時～午後3時 20 人

詩吟
第1 ・3水曜日 午後1時～3 時

若干名
第2 ・4水曜日 午前10 時～正午

フォークダンス第1～4水曜日 午後1時～午後3時 10人

民謡 第1～4 金曜日 午前10 時～正午 若干名

コーラス 第2 ・4水曜日 午前10 時～正午 若干名

華道 第2 ・∠1金曜日 午前10 時～午後3時 若干名

陶芸 第卜2･3･5 土曜日 午前10 時～正午 若干名

野
菊
野

水墨画 第1 ・3金曜日 午前10 時～正午 若干名

華道 第1 くい∠|水曜日 午前10 時～正午 若干名

詩吟 第卜3 木曜日 午前10 時～正午 若干名

編み物 第2 ・4土曜日 午前10 時～正午 若干名

書道 第1 ・2・4火[曜日 午前10 時～正午 若干名

稔台
茶道 第1～3 水曜日 午後1時～4時 若干名

詩吟 第1～3木曜日 午前10 時～正午 若干名

小

金
原

墨絵 第1 ・3・∠L火曜日 午前10 時～正午 万人

民謡 第1～3 水曜日 午後1時～4 時 10人

民謡･カラオケ第1～3 土曜日 午後1 聘～4時 10人

茶道 第1～4木曜日 午前10 時～正午 5人

詩吟 第1～3 木曜日 午後1 ㈲～4時 20 人

書道 第2 ・4木曜日 午前10 時～正午 柘人

日舞(新舞踊) 第1～3土曜日 午前10 時～正午 10人

俳句 第2 ・∠1金曜日 午後1時～4時 4人

華道 第卜3 ・4水曜日 午前10 時～正午 3人

お
知
ら
せ

老人福祉センター等クラブ活動会員を募集

ぶらっと
東葛

パークセンター催し物



青少年教室

①キッズ乗馬体験教室3月25 日㈲午前9 時青少年会館集合（午後5 時30 分青少年会館帰着予定）

会場乗馬倶楽部イグレット（佐原市本矢作） 内容馬に関する知識の習得，

馬装 ，馬の手入れ，乗馬（ポニー）の基本練習 ，他市の子ども達との交流

など　対象小学3 ～6 年生　定員先着14 人　持ち物弁当　 費用2,000 円（馬

具レンタル・教材費・パス代・保険料を含む）

②竹炭づくり3月26 日㈲・27 日困午前8時～午後5 時 ，28 日窗午前10 時～正午　会場

斎藤邸（紙敷）　対象小学3 年～中学3 年生とその保護者で3 日間とも参力［］

できる人　 定員先着15 組（子どものみの参力［］も可） 持ち物弁当　 費用無

料Ⅲ①②とも電話で青少年会館S344-8556 へ（午前9 ㈲～午後9 時）

11月24日(休)開催の市民ミュージカル「がんばれポッチー物語」キャストオーディション

日時…3 月29 日倒正午受け付け

会場…森のホール21 レセプションホール

募集キャスト･･･ポッチー（中学生くらいの男女若干名）、チャツピイ（小学校

高学年＜らいの女子若千名）、ドン・グレイ（高校生以上の男性でバスまたは

バリトン担当多数） 時の精（小学校高学年以上の男女多数）・グレイ・ウォ

ーターズ（中学生以上の男女多数）・街の人（高校生以上の男女多数）　汚

染物質ダンサーズ（中学生以上の男女多数）　 水をきれいにする人たち（成

人の男女多数）　その他前記以外のキャストも多数募集、性別・年齢不問

審査内容…①基本的動作＝音楽に合わせて 、演出家の振り付けのとおリ動く

②歌＝課題曲「しゃぽん玉」（野口雨悁作詞/中山晋平作曲）を歌う

※歌いやすい声の高さで歌ってください。

③表現・自己紹介＝審査員による面接

※当日は、身軽に動ける服装で、足元もスニーカーのようなものを着用して

ください。

圃3 月15 日出 〔消印有効〕までに、官製ハガ半に住所・氏名・年齢・性別・

希望半ヤスト名を記入して、〒2ﾜO －2252 松戸市千駄堀6∠16の4森のホール

21内　紬松戸市文化振興財団市民ミュージカルキャスト募集担当( ≫384-

2221B384-  5243) へ

U R L http:// ｗｗｗ.morinohsll21. ｃｏｍ

期　日 開演時間 内　　　容

4/19c

正午 ①越前竹人形(1963 年　吉村公三郎監督　103 分　白黒）

午後2時20 分 ②五番町夕霧楼(1963 年　田坂具隆監督　旧ﾂ 分　カラー)

午後5時10 分 ③飢餓海峡(1965 年　内田吐夢監督　183 分　白黒）

4/20(1 日)

正午 ④越後つついし親不知(1964 年 今井正監督112 分 白黒）

午後2時20 分 ⑤雁の寺(1962 年　川島雄三監督　98 分　パートカラー）

午後4時30 分 ⑧筑紫哲恂讖瀋会

会場市民劇場（駐車場はありません）　費用無料

圃４月ワ囗㈲〔必着〕までに、往復ハガ牛に、作品番号（講演会は⑥、第3希

望まで可）・住所・氏名・電話番号・返信用あて名を記入して、〒2ﾜO －2252

松戸市子駄646 の4森のホール21内　紂松戸市文化振興財団へ（抽選）

固社会教育課市民文化係容366- 「ｱ462

｢衛生会館所在…竹ヶ花45の53｣

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜
間歯科診療所等)を案内しています]

……≪366 ―0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所……登368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……O365-3430
衛生会館内　午後８時～11 時

の
患
者
ら
へ
、
言
葉
を
取
り
戻
す
言

語
訓
練
・
指
導
を
三
十
二
年
に
わ
た

り
続
け
て
き
た
。

そ
の
患
者
の
機
能
回
復
に
尽
力
し

選
考
）

表
彰

の
栄

誉
に
輝

い
た
の
が
、

言
語

聴
覚
士

の
横

張

琴
子

さ

ん
で
あ

る
。横
張

さ
ん
は
、

言
葉

な
ど
に

障
害

を
持

つ
児

童
や
、

脳
卒
中

・
事

故
の

後
遺

症
な
ど
で
、

言

葉

や
文

字
の
読

み
書

き

が
で
き

な

く
な

っ
た
失
語

症

長
年

に
わ
た
り

、
地
域

の
医

療
関

係
に
貢

献
し
て
き

た
人
の
功
績

を
た

た
え

る
、
第
三
十

．
回

「
医
療

功
労

賞
」（
厚

生
労
働
省

甲
央
選
考
委

員
会

親身になって患者と接する横張さん

し

た

。
で
も
、

な

に

よ
り

も
患
者

さ

ん
た
ち

が
、

一
番

よ

ろ
こ

ん
で
く

だ

さ
い
ま
し

た
」
と
、

謙

虚
に
話
す

。

昭
和
3
8年

か
ら

の
三

年
間

、
横
張

さ
ん
は

ア

メ
リ

カ

の
オ
（

イ
オ
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ク

リ

ー

ブ
ラ
ン

ド
の

障

害
児

福
祉
医
療

施

設

で
ボ
ラ

ン
テ

た
功

績
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評
価

さ
れ
、

今
回
の
受
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と
な

っ
た
。
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ま
さ
か

、
こ

ん
な

賞
を

い
た
だ

け

る
な
ん
て

、
ほ
ん
と
う

に
驚
き

ま

心
の
言
葉
を
開
く

昭
和
5
4年

に
、

現
国
立

精
神
神
経

セ
ン

タ
ー
国

府
台
病

院
で
、
医

師
か

ら
失
語

症
患
者
の
リ
（

ビ
リ

を
依

頼

さ
れ
、
言
語

聴
覚
士

と
し
て

の
第
一

歩
を
踏
み
出

し
た

。

現
在

は
、
松
戸

神
経
内
科

で
多
く

の
患
者

た
ち
の
リ
（

ビ
リ
指
導

に
励

ん
で

い
る
。

横
張

さ
ん
は
、

数
人

か
ら

十
人

の

グ
ル

ー
プ
訓
練
で

、
一
緒
に
歌

を
歌

っ
た
り

、
簡
単
な
記

号
や
文

字
を
書

く
基
礎

訓
練
か
ら

始
め
て
、

訛
語
の

改
善

へ
進
め

る
。
ま
た
、
習

字
と
絵

の

指
導

を
取

り
入

れ
た

。
こ

れ

は
、

患
者

が
習
字

や
絵

を
書
き
上

げ
た
こ

と

に
よ

っ
て

自

信

が
付

き
、

特
に

、

重
症
患

者
の
機
能

回
復
に
効

果
が
あ

っ
た

。

「
患
者

さ

ん
に

、

と
に

か
く

自
信

を

持

っ
て

い
た
だ
き

、
時
間
を

か
け
て
、

残

っ
て

い
る
機
能

を
引
き
出

す
の

が

重
要

な
ん
で
す

。
そ
れ

が
機

能
回
復

へ
と

つ
な

が
っ
て

い
く

の
で
す
」

昭
和
5
6年

か

ら
は

、
「
東

葛
失

語

症
友

の
会

」
を

結
成
し
、
患

者
と
そ

の
家
族
に
社

会
参
加

の
機

会
を
提

供

し

て
き
た

。
現
在
、
三
百
人

余
り

が
、

横
張

さ

ん
の
主
導

の
も
と
交
流

・
活

動
を
し
て

い
る
。

「
今
後

も
、
一
人

で
も
多
く

の
患

者
さ

ん
と
接

し
、
言

葉
を
取

り
戻

さ

せ
、
ま

た
後
継
者

の
育

成
に
も
努
力

し
た

い
」

と
、
そ

の
強

い
志
を
語

っ

て
く
れ

た
。

三

矢
小
台
在
住

）

医療功労賞の栄誉に輝いた

よ こ は り

側畔

こ と　 こ

琴子

」戸定邸ガイドツアー

httｐ://ｗｗｗ.morinohall21. ｃｏｎl

戸定邸ガイドツアーは、学芸員の案内によ

り、戸定邸の魅力をより深＜理解していただ

く催しです。普段は立ち入りが制限されてい

る庭園や内蔵、台所などもご覧できます。
3月22日出｛3 日(日)各午前10時～11時　集

合場所戸定邸玄関前　定員吝先着40人　費用

無料

圃電話で戸定歴史館公362-2050 へ

3 月26 日(水)＝アートスポットまつど(ｲ 尹勢

丹松戸店新館9 階) 、3月27 日(淞＝新松戸市民

センター、3月29 日汢)＝常盤平市民センター

内容①午前11 時人形劇｢ ねこ坊主｣ ②午前11

時40 分簡単人形づくり③午後1 時30 分アニメ

ーション｢ おはなし　おはなし｣ ・紙芝居｢ さ

んびきのこぶた｣ ④午後2 時あそび人形⑤午

後2 時20 分絵巻物｢ いっすんばうし｣ 定員②

のみ当日先着100 人　費用入場無料

※②④⑤の催し終了後に、絵本の貸し出しを

し ます。図書館利用カードをお持ちくださ

い。

肩剛松戸市おはなしキャラバン登3顔-303ﾜ

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

森のホール21チケットガイド

期日 内　容 会場 開演時間 料　金

3/8

圉

サ ン リ オ フ ァミ リ ー ミ ュ ージ カ ル

「シ リ ウ ス の 伝 説 」 牛 テ ィ と ダ ニ エ ル

の 大 冒 険

ハ ロ ー キ テ ィ の「 ド リ ー ム エ ンジ ェ ル 」

大ホール

午 前 Ｕ 時 お と な2,500 円

こ ど も(3 歳 ～ 小

学 生)  1,000 円午後2時

3/11
㈹

歌舞 伎 フ ォー ラム 公 演 ～ 小 芝 居 復 活 ～

歌舞 伎 に 親 し む 厂歌 舞 伎 の 美 ］

歌舞 伎 「弥 作 の 鎌 腹 」

歌舞 伎 「日 高 川 」

出 演 嵐 橘 三 郎 、中 村 扇 乃 丞 ほ か

大ホール 午 後IE 持

1階席4,000 円

2 階席3,000 円

3 階席2,000 円

(全席指定)

※会場は 、いずれも森のホール21 です。

人
ひと

イ
ア
と
し
て

働

い
た
。
こ
れ

が
き
っ

か
け
と
な
り

、
帰
国
し

た
後
、

障
害

児

の
教
育
を

学
び
、
障

害
を
持

つ
児

童
た
ち
の
言
葉
の
訓
練
に
携
わ

っ
た
。

さん

水上勉原作映画鑑賞会

森のホール21 チケ ットセンター≪384 ―3331　一卜伴匸=　-=ご=……=’≒　う（ 卜卜ご

3 月８日出午後2 時～3BS30 分　 会場市民劇場　内容アニメーション

「はろるど　 まほうの　くにへ」人形劇「フレデリックと金のりんご」

ほか　定員当日先着260 人（事前の申し込みは不要）　費用無料

※当日、会場で平和図書の貸し出しを行います。図書館利用力一ドを

お持ちください。

固総務企画本部総務課a366- 「ｱ305

世界平和都市宣言事業
～春休み親子平和人形劇～

一[臼鉤は恋し今ヤラバン


